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序文

2005年は本学における再開発がスタートしてほぼ11年目となる。この間、数多くの地区において校

舎建設に伴い大規模な発掘調査や数多くの立会調査を実施してきた。校舎の改築とライフラインの再

整備は大学の直面する喫緊の課題であるが、構内にある埋蔵文化財の配慮を欠いてはならない。とく

に今回PFI事業による校舎改修や設備整備を行った黒髪南地区は、大宰府へ繋がる古代宮道の通過す

る重要な拠点にあたり、古代豪族建部公の居住地や古代駅制の駅家の「蚕養」駅の推定地として注目

されている。本地区では、これまで埋蔵文化財調査室が行った既往の調査で、これに関連する道路跡

や建物址がすでに発見されており、これらに出仕した下級官吏層の住居と思われる竪穴住居の址も多

数検出されている。

今回実施した発掘調査や立会調査の規模は決して大きいとは言えないが、各調査において、古代を

中心とした迫構群や造物群が検出され、本地域の特性がさらに浮彫にされたといえる。この調査成果

は今後古代官術の建物群の配置やその周辺景観を探る上で貴重な基礎情報となるであろう。

本書は本事業に伴って 3年間にわたって実施した調査の成果を広く公開し、一般市民の方に埋蔵文

化財に対する理解を深めてもらうとともに、学術研究資料としての利用を図るものである。

本学の再開発は継続中であるが、今後も文化財の保護と普及啓蒙に努力していきたい。この間、調

査にご協力を惜しまれなかった熊本市教育委員会、熊本県教育庁および周辺市町村の文化財ご担当各

位に感謝申し上げます。

平成22年 3月31日

熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委員長 伊藤重剛



例 言

1. 本報告書は、平成17--19年に熊本大学黒嬰南地区で実施された PFI事業：黒嬰南地区工学部他校

舎改修施設整備等事業によって熊本大学黒嬰南地区敷地内において行われた工事に伴い、熊本大

学埋蔵文化財調査室が2005--2007年度に実施した発掘調査に関する報告害である。

2. 発掘調査の成果は年度ごとに整理し、報告する。このPFI事業に関連する熊本大学埋蔵文化財調

査室の調査番号は以下のとおりである。

2005年度： 5013,2006年度： 0611・ 0612, 2007年度： 0703・ 0715 

発掘調査地点は、この調査番号に建物を示す工学部の「エ」と理学部の「理」を付与し、細かな

工事個所ごとに枝番号をその後に付して標記している。

3. 以上の調査を実施した2005--2007年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおりであ

る。

2005年 度室 長：甲元慎之（文学部教授） （7月まで）・木下尚子（文学部教授） （10月以

降）

調 査員：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手）．棺佳克（技術補

佐員）

事務補佐員：前田知聖

2006年 度室 長：木下尚子（文学部教授）

調査員：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手）．棺佳克（技術補

佐員）

事務補佐員：中川木綿子

2007年 度室 長：木下尚子（文学部教授）

調 査 員：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手） •江頭俊介（技術補

佐員）

事務補佐員：中川木綿子

4. 本文は、小畑弘己、大坪志子、棺 佳克、江頭俊介が執節した。

5. 本杏に使用した遺構実測図に関しては、上記調査員以外に、調査に参加した熊本大学考古学研究

室学生、埋蔵文化財サポートによるものである。

6. 本書に使用した遺物実測図は、上記調査員の他、熊本大学考古学研究室学生、長谷智子、山脊早

苗が作図した。

7. 本書に使用した図版の製図は上記調査員のほか、増井弘子、鬼塚美枝が行った。

8. 追構実測及び製図には手描による記録とともに遺跡調査汎用システム（カタタ Ver.3ーアーケ

オテクノ社）、アイシン精機株式会社の遺跡実測支援システム「迎構くん」及び製図システム

「トレース 3Dくん」を使用した。

9. 本書に使用した現場写真は上記調査員が、遺物写其は小山正子、末吉美記、溜渕俊子がこれを撮

影した。

10. 本書で使用した遺物観察表は、上記調査員のほか、江口 路、鬼塚、首藤優子、溜渕、長谷、山

脊が作成した。

11. 本書に掲載した出土迫物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調究室が保管している。

12. 本書の編集は小畑、大坪が行った。
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1. 発掘調査の経緯と調査経過

(1)発掘調査の経緯

第20回埋蔵文化財調壺委貝会（平成16年10月7日（水）開催）において、施設部より平成17年度施

設費要求事業のうち、 PFI(Private Finance Initiative :公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間

の資金、運営能力及び技術的能力を活用して行う事業）として（本荘）発生医学研究センターおよび

（黒嬰南）工学部他校舎改修の 2件が財務省へ予算要求されたとの報告があった。このうち、当該年

度の埋蔵文化財の発掘調査が見込まれるものとして、第21回埋蔵文化財調査委員会（平成17年4月28

日（木）開催）」において、（黒嬰）情報ネットワーク館本体工事、（医病）基幹・環境整備（山崎記

念館）、（黒嬰南）工学部他校舎改修 (PFI事業）が施設部より提示された。

これに関する埋蔵文化財調査委貝会の決議を受け、埋蔵文化財調査室では平成17~20年度事業とし

て、建設業者と協議しながら、エ区内の発掘調査および立ち合い調査を実施することとした。

(2)調査経過

調査は表 lにあるとおり、工事の進捗に合わせ、 3年間に63回の立会調査を行い、遺構の存在が予

想される地点においては、当初から発掘調査とした。 2005年度の調査は、工学部 1号館・同 2号館、

工学部資料館、工学部実験棟、理学部 1・ 2号館とその周辺を中心に、立会調査32件（調査総面積

3164rrf)、立会調壺から発掘調壺へ切り替わったもの 2件（調査総面積112面）、発掘調査5件（調査

総面積4llrrf)であった。 2006年度の調壺は、工学部 1号館と理学部 1号館およびその周辺を中心と

して、立会調査12件（調査総面積557面）、立会調壺から発掘調究へ切り替わったもの 2件（調査総面

積30m2)、発掘調究2件（調査総面積162面）であった。 2007年度の調査は、本部と工学部 1号館の間、

理学部 1号館、同 2号館、同 3号館およびその周辺で、立会調究13件（調査総面積3019面）、立会調

在から発掘調査へ切り替わったもの 1件（調在総面積275rrf)であった。なお、遣跡の立地や概要に

関しては、既刊報告科を参照されたい。

表 1 黒嬰南地区工学部他校舎改修施設設備等工事に伴う埋蔵文化財調査一覧

関査年度 事業名番号 口査方式 関査番号 対象学部 枝番丹 国査期問 面積 (nf) 臼考

2 ，．f.会 0513 l．．学部 ・I 細 /8/2-813 9.i 

2 、．f.会 0513 理学部 2 2005/8/2 -25 198.i5 

2 、．f.会 0513 I―．学部 6 2005/815 -JO 17.8 

2 兌掘 0513 r．学部 I 叩 51818-18 80.88 本vi:,行収

・'．） , I.f．会 051:3 r．学部 13 20()5/8/)9 -29 お9

2 I.f．会 “i)3 l．学部 12 2()(）5i8,:迅ー 29 17.2 

I ＇・f.会 l)513 1．．学部 7 2005 825 1 4.7 

2 .,.,.会 051:l l．．学部 8 200.5/8,25 86.1 

I V．会 0513 坪学部 3 2005/8/25 65 

2 I.f．会 0513 I・．学部 II 20()5/8 i:!(Jー．項） 24.6 

2 、．f.会 0513 r学部 10 2()05/8/30 -911 20.-1 

2005 2 梵掘 0513 兜学部 I・ 5 2005i9il -9il4 67.6 本1引所収

I I't．会 0513 罪学部 5 20()5•9/·1 -5 48.75 

2 ”!.よ̂< 
051:l 1．学部 ， 2005.、•9/12 -27 '13.9 

5 ，．f.会 0513 l乃t部 l •I 2(]()5/9/15 O.i9 

I 、＇r.会 0513 l．ヽt:部 15 ⑳ 519/15 •I0.5 

2 、．I．会 0513 ,:学部 2 200519/ I 6 -1012 97.34 

2 発掘 0513 I．．学部 3 20<}5/10/Jl -11/1 150 本内所収

2 梵掘 (）513 Pl！学部 6 2(XJ5/Jli28 -1212 24 本i年9所収

2 ，ヽf.会 0513 l．．学部 16 
2(X)5／11/29 

48 
2(Xl5il2/J5 

2 り［会 051:3 l・．学部 17 20()5/)2/-1 1 1 7.4 

2 、．f.会→梵拙lJJI・ト 051:1 I・．＇．I:部 18 200511217 87 本肉所収

ー
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表 1 黒俊南地区工学部他校舎改修施設設備等工事に伴う埋蔵文化財調査一覧（つづき）

詞査年虞 事業名番8 詞査方式 詞査番母 対象学部 枝番母 詞査期問 面ffl(rrl) 臼考

2 、．f．会→発掘りJfLト 0513 工学部 19 2005/12/9 25 本iり所収

2・5 :、‘/．会 0513 .T.．学部 20 2005/12/12 30 

I .、［会 0513 工学部 21 2()(）5/12/13 0.5 

2 -、［会 0513 工学部 22 2005/12/13 3 

l 、．1．会 0513 工学部 23 2005/12/13 87.5 

2・7 、．f．会 0513 工学部 24 2005/12/13 18 

2 I.f．会 0513 理学部 7 2(Xl5/l2/l•I 86.6 

I・ 2 I'f．会 0513 理学部 8 2()().'j/12/15 281i.5 

2005 2 立会 0513 理学部 ， 2005/12/26 10 

7 発掘 0513 工学部 lO 20061114 -1119 89 4<i’}所収

2 ＇ヽf．会 0513 理学部 ll 2006/1/5 70 

7 .，’f．会 0513 工学部 25 2006/1/17 I 

7 、．f.会 0513 工学部 26 2006/1/20 708 

7 ＇ヽf.会 0513 工学部 27 200611123 •1 5.4 

2 、．f．会 0513 工学部 28 2(l06/l/24 12 

I v．会 0513 工学部 29 200611126 40 

3 、．f.会 0513 工学部 30 200611/、双 656.J 

I 、．f.会 0611 工学部 I 200615/ 11 32 

2 J. ．!r. よム< 0611 -T2学部 2 
碑／5122

129 
2006/5/25 

6 ：f．会→発掘りJ杵 0612 理学部 2 2006/5/22 -24 .'lO 本和所収

2 ．`f．会 0612 理学部 l 2006!5i22 I I 

I 、．f．会 0612 理学部 3 20061612i、7/7 21.98 

3 、t会 0611 工学部 3 2006/8/2•I-25 20.7 

2 、．f．会 06ll 工学部 4 2006/8131 -9/1 6-1 I 

10 、．f．会 0611 工学部 5 200619/1 ・19.6-1 
20()6 

10 ：、［会 0611 工学部 6 200619/12 1•IO 

10 立会 0611 工学部 7 2006/9/14 32.96 

10 -,1•., .よ-=~5 06ll 工学部 8 2006/9/20 -21 55.1 

2 ー-、’Lf̂~-, 06ll 工学部 ， 2006/10/2 10.5 

6 、'f．会→発掘りJt} 0612 理学部 4 2006112115 162.7 木i’}所収

6 兌掲 0612 理学部 •1 2006/12/18 -19 lul l•• 木iり所収

6 立会 0612 理学部 4 2006/12/20 ~ 21 lIII I・・ 本iりnt収

6 発掘 0612 理学部 4 
2006112122 • 25 ・ 27 28、 [,iJ I・. 木11H計収

2007/1/4 ・ 5 ・ 9 

6 I.f．会 0703 理学部 l 2007/4/16、2007/4／加 61 

13 I'［会 0703 理学部 2 2007/6/19、21、27 ・169.2 

13 1'/.会 0703 理学部 3 2007/6/25 31.、1

6 • 1•1 、．f．会 0703 理学部 4 200717/3 36 

6 ＇ヽf.会 0703 理学部 5 2()071719-IO 58.75 

13 、［会 0703 理学部 6-1 2007/7/17 1576.6 

13 、t会 0703 理学部 6•2 2007/7/19 3(X)．08 

2(X)7 6 ・ 16 I9/．会→発船Jff Oi03 ――1―一学部 7 2007/6/25 ~ 27、2(Xl7/I0/2 275.5 4叶年9所収

1 9 、．f．会 0715 工学部 2007/8/23 2.（Xl 

6 ・ 18 v．会 0703 理学部 8-1 2007/12/10 ・ 17 ~ 18、2008/1/!fj~ 17 148.75 

20 ；f．会 0703 理学部 ， 2008/1/16 -17 94.5 

6 ・ 18 、＇r．会 0703 理学部 8-2 2008/1/23 89 

10 :'［会 0703 理学部 10 碑／1/25 2.（卜1

6 ・ 18 ＿1.f.会 0703 理学部 8-3 2008/1／公I-3() 96.7 

18 、.,．会 0703 理学部 糾 2008/2/1、4 53.02 
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2. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513エ①調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本件は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備事業の一つであり、エ

学部2号館の改修に伴う調壺である。調壺地点は、黒嬰南地区のほぽ中央部にあたり、周辺では、東

側で工学部実験棟 I、西側では総合研究棟で発掘調在が実施されている。建物改修に伴う調壺は、基

礎部分への配管工事が主で、すでに破壊を受けている部分がほとんどであった。しかし、本調査地点

はエレベータ増設に伴い、未破壊と思われる部分を掘削するため、事前に発掘調壺を予定していた。

表土と攪乱層を除去すると、旧建物の碁礎部分で破壊されている部分がおよそ半分であったが、その

他の部分は、削平は受けているものの、辿構が検出された。

b. 調査の経過

2005年8月8日 掘削開始。その後調究を開始し、辿構面を検出。

2005年8月9日 柱穴・竪穴住居址等を検出・掘り始める。

2005年8月17日 竪穴住居址などの 1/20平面図‘夷illlj。

2005年 8月18日 写真撮影、実測完了。調壺終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：前田知聖

発掘作業員：岡田イツ代・押方富江・小田須磨子・川越キャウ子・白石美智子・田上次敏・

田上利子・早田咲百合•福田久美子・前田 l] 出男・森田登

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤・優子・

末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早苗

(2)調査区の基本層序

本調査地点は周囲がすべて旧建物の基礎設骰のための掘削で攪乱されており、基本土層を確認でき

なかった。わずかに北東部分で土層を観察したが、この部分は、本地点の東側に隣接する5013エ③地

点の基本層序とほぽ同じで、現代表土層（原さ20cm)、近世耕作土（厚さ50cm)の下に黒褐色土

（原さ10--15cmほど）があり、この部分が古代の追物包含附および追構検出面である（図 5参照）。

(3)検出遺構

本調査区では、古代の竪穴住居址3基と古代を中心とした柱穴401!mあまりを検出した。削平を受け

ているため、遺物の出土批は少なく、総批でパンコンテナ l箱である。

＜竪穴住居址＞（図 3)

1号竪穴住居址

調査区の中央部で検出した4.5X4. 5mの正方形の竪穴住居址である。鼈は北辺中央に設けられてい

る。砲の半分と北西角を 2号竪穴住居址によって破壊されている。削平が著しく、住居の壁の立ち上

5 
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図4 0513エ①調査地点出土迫物実測図 (1 4) 

がりは 5---10cmほどであり、鼈も焚口部の赤変部と粘土の一部を確認したに過ぎない。主柱穴は 4

個であり、掘方は直径約30cm、深さ50----70cmである。柱間は約2.5mである。遺物としては須恵器

および土師器の杯、高杯、甑などの小片が検出されている。時期は 7世紀末から 8世紀初頭ではない

かと考えられる。

く 2号住居址＞

1号住居址の北西部に重なって検出した 1辺が2mあまりの方形を呈する小型の竪穴住居址である。

北辺の西よりに灰黄褐色の土層が確認でき、その下部から暗赤褐色の焼土が確認できた。この部分が

術の跡と思われる。柱穴は検出していない。深さは50cmほどと、他の住居址に比べるとかなり深い。

床面近くから土師器の甕、皿の破片が出土しており、 1号竪穴住居址に近い年代が想定できる。

く23号住居址＞

調壺区の北部で確認した竪穴住居である。 lH建物の：基礎によって大部分を破壊されており、鼈の一

部および南辺とわずかな床面を確認したにすぎない。規模は不明であるが、完全に残っている南辺の

長さは 3mほどである。鼈は東辺に設けられている。術には砂岩製の支柱が埋設されていた。逍物が

小片のため時期は確定できないが、 1号竪穴住居址や 2号竪穴住居址とは方向が異なっており、時期

的にやや新しい可能性がある。

＜柱穴群＞

竪穴住居址に重なるように、多数のピットが列をなすように並んでいる。とくに18号や17号、 35号

とその南側に列をなす群、さらには 1号竪穴住居址および2号竪穴住居址と重なり南北に列をなす

ピット群は、建物址の柱穴と思われる。方位は北より亜側に 6度ほどずれている。明確な柱穴同志の

組み合わせは復元できなかった。
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表 2 0513エ①調査地点出土遥物一覧表

図 番母 種類（椙種｝ 法逗 (an) 残存m 特徴 色 詞 出土辺構 因 考

4 I 須忠器 杯 闘 口柑部）ヤ 内外： ［II)転転ナデ
：回ナデ

外内 ： ll ue 7 . S Y 3 I 2 
: Hue N 4 I 0 

JI}竪穴1l:l,1}J1I：東開ペルト 外1f1iに191然釉1い）

2 l：師器 杯 闘 lJ春汝部9t 内外.， !f9i5~ きさ． ヘラ削 I)
内外 H u e 2 . 5 Y R 6 / 6 

• Hue 2 5YR 6 / 6 
）り竪穴(I:．9,1;.hl.（l:lti問 月け項5研

3 j：師器 杯 凪 口柑部片 内外 ． 1n~f きき I外人I• Hue 2 5YR 5 / 8 
• Hue 2 5YR 5 I 8 I り竪穴 {I:9、(•址Wi’I: I••ti;l'l1 1•• J•J-i令 9ff研

91 上師器 売 履 内外 ヘラ削IIり． H9さ
ハケ ．ナデ

内外 ： H u e IO Y R 6 / :! 
lluc 10¥'R 6 / 3 

lけ竪穴{I:9,1;・jlhti側掘り）i 内外IHiススfHHiり

5 上師器 売 羅 口柑部片 内外 ：ヘラ削り． ナデ
: lflき．ナデ

内外 ． H u c 5Y R 5 / 2 
• Hue i 5YR 6 I -I 

! I}竪穴{I1，ヽ；•HIti •I: I•，部 ItI: 内 Ifli にスス 1•t れ li り

6 l:帥器 小利甕 羅 口柑部）ヤ 内外 ：ヘラ削 I). ナデ
・ハケ fl. ナデ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 4 I 2 
llue 7. 5YR 6 / -I 

:l8り・ピット

7 l：邸器 窃杯 鳳 脚部 I/ 3 内外 ． ナデ
．ヘラ削 l)．底部Jfjさ

内外 ： ll u e !O Y R ・ I / 2 
lluc IOYR i / ・I 

1サ竪穴{I1,1;・址itl'i"I・．部買＿i・・

8 1：師器 甑 履 底部破）；・ 内外 ：削り
：ハケ fl

内外 ・ ll u e 7 5 Y R 7 / 4 
• lluc i 5YR 7 ; 4 

Iり竪穴(IM・址IH’1;1：部覆I: な礼3ケ9祈/jIJ 

， 1：師器 史
盟ロrt-. 25 . 6 

LI柑部9i• 内外 ヘラniJIJ
・ナデ．ハケ ll

内外 ・ ll u c IO Y R 8 / ・ I 
• Hue IOYR 8 I ・I 2サ竪穴{I:)、1:ht スス f•t 行―ff I) 

10 上師器 杯 鳳 底部片 外内 ： . l1ftg さき 内外 ・ H u e 2 . 5 Y R 6 i 6 
: Hue2.5YR 6 I 6 2サ竪穴{t1、t;..ht1ti問IKI・・ 丹i令9仔研

11 須忠器 碗 口底器径径店8414..5 2 . 0 底部 lI 2 外内： r,JI転転ナデ
：同ナテ’

内外 ： H ue IO Y R i / I 
llue IOYR i I I 17サピット 外面に「1然袖イjI) 

底口器径径店12 内方外向：回（ナり）転デ転ヘヘララ削削り後不定
内外 H ue 5 Y 6 I I 

12 須恵．器 ,r.9• i 底部）ヤ • Hue 5Y 6 I I 18リ・ピソト
. I)後回転ナデ Hue 2. 5¥'5 / I 

13 須忠器 涌 羅 破片 内外・ (iil転転ナデ
• @] ナデ

内外 ． H u e 2 . S Y 5 I 2 
Hue 7. 5Y ・I / I 35サピット 外面に11然釉1iり

14 1：師器 杯 鳳 口縁部9ヤ 内外 : ： l{fj5 きき 内外 ． H u e 2 5 Y R 5 I 6 
: I-IUC 2. 5YR 5 I 6 

7 !J・ピット 丹i約仔研

15 上師器 瓶 乳 底部破片 外内；：ハナデケ．IIヘラ削り 外内 ： H uc 2. 5 Y R 6 / 8 
: Hue 5YR 7 I 6 

7り・ビット

16 土師器 杯 羅 口粒部片 外内：：9削仔きIJ, I仔き
1外J..J : Hue 7. 5YR 7 I 6 

• llue 7. 5YR 7 I 6 
、1サピット 内外1fliIi9き

17 上師器 ’,II‘ ! 羅 口枯部）ヤ 内外 ：ハケ＂． ヘラ削り
．ハケH

内外 ' ll u e 7 . 5 Y R 8 / 4 
: llue 7. 5YR 8 /'1 13 り•ピット n象点にスス 1•I杓イi り

18 上師器 店杯 鳳 脚部9-r タ内ト．ヘ部ラ．削り
．底脚1狐ilifき

外内 ・ ll u e 5 Y R 6 I '1 
• llue IOR 6 / 6 13り・ビット 丹i'itl)

19 須忠器 甚
謡口径12.1 

口粒部片 外内 ：： 囮I＂1転転ナナデデ 外内 ： ll u e N 5 / 0 
: Hue 51'8 5 / I 9り・ビット

20 :I:師器 u、. 羅 n縁部片 外内 ：： 9附仔きき． ナデ
I外勺： Hue 2. SYR Ii I 6 

: llue 2. 5YR Ii I 6 ）'り紐．l暉1包含kV J’I•i伶 Iff研

21 鉄器 }J-r ~長U0さ.66.6 位含h1 先端．）＆部欠！Il

22 土師器 甕 鳳 口縁部9i• 内外 ：ヘラ削り， ナデ
: Jf§き．ナデ

内外 ： H u e 5 Y R 5 / •I 
: Hue 5YR 4 I 6 西側a含層 内外i[fhlii iス'｝治ス 1I•J t 1t h l ) 

23 l:t0器 杯
謡口径11.3 

1 / 2 外内阿転：：ヘヘナデララ．削粁 9りiきf•．さ ヘ削ラり！i§さ． I外J..J. Huc2.5YR 5 I 6 
: lluc 2. 5YR 5 / 6 1t1東部位含屈 丹i衣I)研lif.-I：器

24 須恵器 杯

聾底晶若｛店'6. 8 

n縁部It 外内：回転転ナデ 内外 ： H u e 2 . S Y •I I I 
授乱 外lfliに[1然釉イiり

：回ナデ : Hue 5Y 6 / I 

お 磁器 碗 底部）t 内外： (a]転転ナデ 外内 ： H ue 5 Y 8 / 3 
掲乱9回 ナ デ : Hue 5Y 8 / 3 

(4) 出土遺物（図 4)

1 ~8は 1号竪穴住居址関連の遺物である。 6の土師器の小型甕は主柱穴の一つ38ピットから検出

された。その他の追物は覆土から検出されたもので、 1は須恵器の杯、 2と3は土師器の杯、 4・ 5 

は土師器の小型甕、 7は同高杯脚部、 8は甑の底部である。 9・ 10は2号竪穴住居址の床面から検出

された、土師器の甕と同皿である。ピットからは 7世紀末から 8世紀代を中心とした土師器や須恵器

の各種器が検出されている。また包含層からは刀子と思われる鉄器 (21) が出土した。

(5) まとめ

本調査地点では、後代の耕作や建物建設による削平を受けながらも、 7世紀末から 8世紀代の竪穴

住居址や掘立柱建物址の柱穴と思われるピット群を検出することができた。大学構内は明治・大正期

の建物址による攪乱を受けてはいるものの、残存する部分では古代蚕養駅関連の追構群が良好に残存

している。本調査地点の成果は不十分ではあるもののそれを証明する証拠の一つとして加えられる。
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3. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513エ③調査地点）

(1) 調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本工事は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備等事業の一つである。

排水管を敷設する工事であり、工事立会の指禅を受け、立会調究を実施した。 0513エ②調在地点の西

側延長部分であり、 0513エ②調在地点で遣構が確認されたため、本調壺区でも逍構の検出が予想され

た。本調在区においても、包含層・追構が確認された箇所について、発掘調在に切り替えて調査を実

施した。

掘削は、ある程度の区間を掘削し、配管工事を行ってから、次の区間を掘削する方法で進められた。

まず0513エ②調在区の続きから行い、西へ約22.5mと掘削を行った（工学部号館北側の東西ルート・

1区間）。撹乱が深刻で、遺構面（地山）まで掘削が及んでいたが、溝やピットが確認できたため、

本調在に切り替えた。また、途中、調査区北壁沿いにレンガとコンクリートの旧建物基礎が検出され

たため、申請の範囲内で南側へ掘削範囲を拡幅・変更した。 2区間は 1区間から 6mの間で同様に遺

構が確認されたが、以西は地下水槽の脇に位置し、水槽建設時の掘方内であり辿構・辿物の検出はな

かった。工学部 2号館の東側の南北ルートでは 1m程度で掘削を進めたが、掘削深度までは現代埋

土内であり、遺構・遺物の検出はなかった。南北ルート北端から東へ折れる東西ルート (3区間）で

は、迎構・遺物が確認されたため、本調査に切り替えた。

b. 調査の経過

2005年10月11日 0513エ②調査地点の西端から掘削開始 (1区間）。追構面・竪穴住居址・溝等確

認。調壺開始。

2005年10月12日 竪穴住居址・溝ピット等の掘削・写其・測批。 1区間終了。

2005年10月17日 亜側へ続きを掘削 (2区間）、包含層を確認。

2005年10月18日 作業員を投入し、調査開始。ピットの掘削・写襄． illlj•lit を行い、 2 区完調究終了。

2005年11月1H 工学部 2号館南側掘削。遺構を確認したため、調壺を実施。ピットの掘削・写

真・実測。 3区間終了。

c.調査の組織

調壺員：大坪志子

事務担当：前田知型

発掘作業貝：小細工洋子・早田咲百合•前田和子・松井昭子・森川征子•森川護・森田登

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤擾子・

末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早荀
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図6 0513エ③調査地点出土迫物実測図 (1/ 4) 
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(2) 調査区の基本層序

今回の調査地点は、白川左岸の標高18----19mの地点にあたる。本工事で掘削した個所は撹乱が多く、

辿構面（地山）まで削平が及んでおり、調究区において土J[iを確認できる箇所はほとんどなかった。

唯一、工学部 3 号館北側の一部で包含層の遺存を確認できた（図 5) 。 1,~ は現代埋土で、コンク

リートや砂利が混入する (HuelOYR3 I 3)。その下、地表下0.7mで近世耕作土と思われる黒褐色

(HuelOYR 2 / 2)の2層が検出された（原さ20cm)。土質は古代追物包含層に似るが、オレンジ色

の粒子が混入する。 3・ 4層は追構而（地山）の土が若干混入する黒褐色土 (HuelOYR2 / 2 ----2 

I 3)である。 3・ 4層下の遺構面は硬化面になっており、 IV層と VI層の境も硬化しており、 3・ 4 

附は竪穴住居址の埋土である。 5陪は混入物のないきれいな黒褐色土 (HuelOYR2 / 3)で古代の

逍物包含層である。通常見られる包含1杓よりは、迫構面（地山）の影押の影押で、本来の色より明る

い。 II層は本来の包含層にオレンジ色の粒子が混入した土と思われる。おそらく、 2・ 5附は本来一

つの包含層で、近枇に 2層の深さまで耕作されたためと考えられる。

(3)検出遺構

本調査区では、近現代の工事による削平・破壊が著しかった。検出された迎構は、竪穴住居址の一

部と、溝 2条、ピットが20個程度である。時期はいずれも古代 (7~ 8 t阻紀）と思われる。

く古代の遺構＞

＜竪穴住居址＞

2号竪穴住居址（図 5)

掘削を南側へ拡幅したことにより、調究区南壁できた角に1.3 xo. 7mの三角形に残っていた。北側

は近現代の工事のため、破壊されていた。硬化面が追存していたため、竪穴住居址と判断できた。こ

の竪穴住居址の南側の調壺区壁で基本9怜序が確認できた。土層の観察から、この竪穴住居址は少なく

とも0.2m程度の深さで、西へ2.5mの幅があったことがわかる。遺物はない。

＜溝＞

3 • 4号溝（図 5)

本調壺区の束から約10mの地点で、幅約4.Sm、深さ約 2mの大きな溝が検出された。方向は南北

を向く。周辺の逍構面まで削平が及んでいるため、本来はもう少し幅・深さともに大きかった可能性

がある。掘り下げた結果、西側の立ち上がりは緩やかな弧を描いており、明確な肩を持って一段深く

なる。東側は撹乱のためか、段もなくなだらかに底まで続く。西側で検出した段のレベルで、埋土に

固い面があったため、この段までの深さを 3号溝とし、一段深い部分を 4号溝とした。このような、

幅広の溝の底に、細い溝が一段深く走る形態の溝は、大学附属病院地区の本庄遺跡 (0509調壺地点）

で確認されている。

くその他の追構＞

ピットが20個程度検出された。いずれも、掘立柱建物になるような配列等は見られない。

(4) 出土遺物

古代の遣物（図 6:1~4) 

辿構に伴うものはほとんどなく、他含附からの出土である。いずれも砕片で、土師器片・須恵器片

が数点である。 1は須悪器碗、 IIは土師器の碗、 3:ttiIi器は碗、 4は土師器甕である。時期は 8世紀

中薬～後半と思われる。
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(5) まとめ

本調査区では、長挟な掘削範囲のなかで、溝と竪穴住居址の一部、ピットを検出した。隣接する

0513①調査区において、竪穴住居址3基とピット群が検出されていることも考慇すると、工学部研究

棟 I・工学部2号館・工学部3号館に囲まれた敷地については、削平や破壊を受けていなければ辿構

が残されていると考えられる。 1994年、工学部研究棟 Iを新営する際に実施した9412調査地点におい

て確認された集落が、工学部2号館付近までは、広がっていることが確認できた。一方で、レンガ造

りの建物基礎が検出されるなど、周辺には昭和40年代以前の建物による撹乱が他の立会調査の調査区

において数か所確認された。この一帯は逍跡と撹乱が混在する状況であり、今後の再開発等で試掘等

を行う際には、慎重な見極めが求められる。

表3 0513エ③調査地点出土遥物一覧表

図 番丹 遺物 種類（器fl)法田 (cm) 残存凪 特徴 色 詞 出土辺構 偉 考

6 I tJi忠器 碗 底口器托代なi7. ！9 底部｝ i• 内外 ： IIi9il9転転・］・デ
: .,・デ．ヘラ削り

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 I 2 
: Hue 2. 5YR Ii / 3 り•清

2 土師器 碗
盟l:1 1t 1 2. 2 

l:1緑部片 内外 ・ 9横if・さト 1貨ナデ
： ． デ．ヘラ削り

内外 ： H u c 2 . 5 Y R 、I/ 8 
: Hue5YR 7 I 4 包含K1 丹内泊外面りに一部スス・コゲ打り

3 土閲器 碗
盟I:Itt15 

口柑部片 外内： ナデ
：ナデ

内外 ： llue 7. 5 Y R 8 / 6 
: Hue5YR i I 6 包含屈

・I :I:師器 売
罪ロlt2 1. 8 

11粒部｝t 内外： [IiiJ"]転転ナデデ．． ヘラ削rIり
： ナ ハケ

内外 ： H u e lO Y R 5 I 3 
: Hue lOYR 8 / 4 包含M 内外面面スコスゲf1H•tれH1ii りり

12 



4. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513エ⑱調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本工事は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備等事業の一つである。

工学部研究棟 I西側に俎気配線を行い、外灯を 3基設置する工事である。工事立会の指導を受け、立

会調壺を実施した。包含1付．逍構が確認された箇所について、発掘調究に切り替えて調査を実施した。

b. 調査の経過

2005年12月7日 工学部研究棟 I南西（①地点）掘削。追構は確認されず。研究棟 Iのスロープ西

側（②地点）掘削。包含層を確認、掘削。ピット検出、記録。研究棟 I北西（③

地点）掘削。埋士内。調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：前田知聖

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤優子・

末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早ltlti

(2)調査区の基本層序

今回の調査地点は、工学部研究棟 Iの西側に位置し、共同製図室から北ヘ一直線に配線を行い、建

物の南西・西・北西の 3箇所に外灯を設骰した。 3箇所のなかで、②地点で包含層および遺構面が確

認された。②地点の東墜で確認した層序は、 I層が近現代の且lt.::1-:（黒褐色土lOYR3 I 3)であり、

地表下l.lmで包含層（黒褐色土 lOY R 2 I 2)を検出した。地表下1.36--1. 4mで遺構面（地山）

を検出した（図 7)。

(3)検出遺構

本調査区は、 lm四方の狭い範囲の掘削であった。検出された辿構はピットのみである（図 7)。

く古代の遺構＞

ピットが 1個検出された。 0.6XQ4m深さは0.4m程度で、調在区の南墜で半分ほどが検出された。

出土遺物はない。

(4) 出土遺物

遺構に伴うものはほとんどなく、位含層からの出土である。いずれも砕片で、土師器片・須恵器片

が数点である。

13 
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図7 0513エ⑱・⑲調査地点遥構配腔実測図・土層柱状図 (1 /50) 

(5) まとめ

本調査区では、ピットと数点の遺物を検出した。本地点の南側に位置する①地点では北壁に沿って

旧建物の基礎が検出されるなど、周辺には昔の建物の基礎等が埋設されたままの状態と考えられる。

本調究区周辺において 4本の樹木の植栽を行った際 (0210皿区調査地点）には、建物基礎が検出され

場所変更が生じた箇所と、包含層・追構面が確認された箇所があり、狭い範囲内でも追跡の有無を判

断するのは難しい地点である。本調査の結果は、 0513エ③地点の調査結果とも合わせ、周辺一幣での

工事計画については、設計段階において旧建物群の配骰の精査を行っておく必要があること、また試

掘等も密に行う必要があることを提起したといえる。
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5. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513エ⑲調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本工事は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備等事業の一つである。

工学部 2号館西側に外灯を 2基設置する工事である。工事立会の指祁を受け、立会調査を実施した。

包含層・追構が確認された箇所について、発掘調壺に切り替えて調究を実施した。

b. 調査の経過

2005年12月911 工学部 2号館新築トイレ南東地点（①地点）掘削、包含層・迎構確認。調査、記

録。工学部 2号館北西中1廷地点（②地点）掘削。包含！杓・追構ともに無し。調究

終了。

c.調査の組織

調在貝：大坪志子

事務担当：前田知聖

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・ •洒水直子・首藤優子・

末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早苗

(2)調査区の基本層序

今回の調在地点は、工学部 2号館東側に新設されたトイレ (0513エ①調在地点）の東南に位置する。

0513エ③工事の南北ルート上の脇にある。 0513エ③は lm程度の深さで掘削したが、埋土内であり、

包含層や迎構を検出することはなかった。本調在地点は、撹乱が浅かったことと掘削が基礎のため深

く、追構面まで達したことで、遺構を確認することができた。本調在地点では、地表下0.9mまでは

現代埋土であり、 0.9mで包含層である黒褐色土 (lOYR2 I 2)に達する。この土層を確認した東壁

では、追構内であり、遺構面の追存している箇所は地表下1.2mの深さであった。しかし、この遺構

面は直上まで現代埋土であり削平された可能性がある（図 7)。

(3)検出遥構

本調究区は、 1.4m四方の狭い範囲の掘削であった。調査区の北半分は削平されており、溝状の窪

みが一条確認された。南半分では、東南隅にピットが一つ検出された。

く古代の遥構＞（図 7)

ピットが 1個検出された。 0.46 xQ. 35mで深さは0.2m程度である。調在区の東壁下で半分ほどが

検出された。出土辿物はない。

溝状の窪みは、東墜下から西へ0.4mの長さで先細りしながら伸びている。深さは0.3mである。

(4) 出土遺物

遺構に伴うものはほとんどなく、包含l付からの出土である。いずれも砕片で、土師器片・須恵器片

が数点である。
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(5) まとめ

本調査区では、ピットと溝状の迪構を検出した。本調査区の 4壁の土層を観察すると、ほとんどが

現代埋土であり、調査区内にはヒューム管や蛇腹が通るなど近現代の工事による破壊が深刻であった。

しかしながら、東側を走る0513エ③地点より若干深く下げることで、遣構を確認できたことは、撹乱

の深さによっては遣構が残存している可能性を示唆した。周辺地域での迪構の残存については、撹乱

の散在状況と深さから慎重に検討する必要があるといえる。
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6. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513理①・⑤調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本件は理学部 1号館の改修工事に伴う、理学部 1・ 2号館中庭部分の雨水排水管取替工事および階

段スロープ建設に伴う調究である。

2005年8月20日に施設部・工事業者より埋蔵文化財調在室へ、理学部 1号館に沿った雨水管設骰工

事に関する工事立会の依頼があり、協議を行った。当該地は発掘調究が必要となる可能性が高いと思

われたため、事業者と調壺期間を含めて日程を協議し、 2005年9月1日から掘削を実施した。

工事で必要となる掘削範囲は、理学部 1号館に沿って幅2.5m、深さ lmの範囲であったが、掘削

予定箇所に隣接するスロープ設置箇所の掘削も併せて行いたいとの申し出が8月30日にあった。

9月1日に雨水配管設骰箇所に関して一次掘削を行った結果、掘削区の大半が理学部 1号館建設時

の撹乱を受けていた為、調壺予定期間中にスロープ設骰箇所も含めて一次掘削を実施した。

その結果、スロープ設骰工事による掘削が辿跡の追構面より下位まで及ぶことが判明し、発掘調究

が必要な旨を工事業者に伝え、発掘調査を実施した。

一次掘削の結果、調壺区西側の建物に沿って約 2mの範囲は攪乱を受けており、建物建設に伴って

遺跡は残存していなかったが、調査区中央のスロープ設骰箇所では包含層下位が良好に残存しており、

古代に属する竪穴住居跡 3軒を検出した。発掘調壺面積は67.6rrfである。

b. 調査の経過

2005年9月1日 工事立会で掘削区南端から掘削開始。掘削区の大半が建物建設に伴う撹乱で、辿

跡残存は調究区東壁から幅30cm程。また、本工事の掘削が古代の遺構面に至るこ

とを確認。既設排水管を生かしたままの掘削であり難航した。

2005年9月2日 昨日に引き続き一次掘削を実施。スロープ設骰箇所では遺跡が良好に残存してい

る。包含層最上面からは須恵器甕の破片が多く出土した。午後より作業員 2名と

共に掘削開始。

2005年9月5日 雨天のため調査中止。調在区北側に隣接する小屋撤去に伴う立会調究を実施

(0513理⑤地点）。基礎は浅く、：基礎撤去に伴う遺跡への影押はなかった。

2005年9月6H 台風接近のため調査中止。

2005年9月7日 本日より作業員 5名体制で調究を行う。包含陪掘削を行うが、植物の根が多く難

航する。追構面まで達しかけるところで調壺終了。

2005年9月8H 2軒の竪穴住居址を検出。 1号住居が2号住居を切ることを確認。さらにもう l

軒住居址があり、術が調在区内で 2カ所あることを確認。本日業者と協議を行い、

雨天順延の影孵もあり、調壺完了を13Hまで延期した。

2005年9月9H 瑚を残して遺構の掘削が完了し、調壺区全体を消掃し、調査区の写襄撮影を実施。

午後より住居址床面下位と砲部分の調壺にかかる。

2005年9月12El 術部分および住居址床面の掘削が完了。 1号住居の寵の調査が完了する。

2005年9月13EI 調査区全体の平面図作成の後、 3号住居址の寵の調壺を残して調査完了。踊の調

壺・作図を行う。
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2005年9月14H 図面作成を行い、午前で調壺完了。その後、埋戻しを実施。

c.調査の組織

調査員：棺佳克

事務担当：前川知聖

発掘作業員：今村明美•岡田イツ代・ iii［野義勝・小糸Illエ洋子・溜渕俊子・松本和徳

(2)調査区の基本層序（図 8)

調壺区土層は大きく 5層に分層した。うち I・ II附が撹乱層であり、 I I付は理学部建物建設に伴う

客土、 II層はそれ以前の旧表土層と平lj断した。皿層が古代の追物包含層で、縄文時代の追物も含まれ

る。 W層上面が辿構検出面で、 W附以下は無遺物である。 V層は黄褐色のローム層である。

(3)検出遺構

調査区中央部分で、古代の竪穴住居址 3軒、ピット 1基を検出した。竪穴住居址は攪乱を受けてい

る箇所が多く、また後世の植物等の影押もあり検出は困難であったが、住居址の平面形や寵の位骰等

から 3軒と判断した。竪穴住居跡の新旧関係は土附観察から、古い順に 3号住→ 2号住→ 1号住であ

る。以下にその概要を記す。

1号竪穴住居址（図 8)

調壺区東側で検出された竪穴住居址である。住居址の南側・東側は調究区外に延びるため住居址の

平面規模は不明である。北側に踊が付く。調査区内ではほぼ全面で床面は硬化していた。柱穴は精壺

したが、検出できなかった。

2号竪穴住居址（図 9)

1号住居址の西側で検出した竪穴住居址であり、東側は 1号竪穴住居址に切られ、西側は樅乱によ

り破壊を受けていた。竪穴住居址の規校は南北方向残存部から3.6m四方であったと思われる。踊は

検出できなかったが、攪乱を受けている西側に存在していた可能性がある。また、移動式鼈が出土し

ており、移動式踊を利用していた可能性もある。柱穴は梢在したが検出できなかった。

3号竪穴住居址（図 9)

2号竪穴住居址の北側で検出した竪穴住居址である。樅乱及び 1号・ 2号竪穴住居址に切られて残

存箇所は少ない。床面は残存箇所全面で硬化している状況を確認した。住居址北側に寵が付く。鼈周

辺も攪乱が著しかったが、寵では土師器の甕が立った状態で出土し、その周辺からは甑や杯が出土し

た。柱穴は精壺したが現出できなかった。

(4) 出土遺物（図10・11)

辿物は土器が整理コンテナ約 3箱分出土した。図化不能なもののうち、整理コンテナ 1箱分は古代

の須恵器甕片であり、調究区南側の古代追物包含層中より出土したが、出土状況からは原位骰ではな

いものと思われる。また、包含層及び竪穴住居址覆土より、土師器・須恵器の胴部片・縄文土器片が

整理コンテナ l箱分出土している。それ以外の、図化可能であった20点（整理コンテナ 1箱分）を図

示した。以下、辿物の概要を示す。詳細は表4を参照されたい。

1号住居址出土遥物

1号住居址では、図化可能な遺物の出土はなかった。
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図11 0513理①調査地点出土遥物実測図 2 (1/2•1/4) 

2号住居址出土遺物（図10:1,...,8) 

1は須恵器の碗で、外面に黒色の自然釉が付着している。 2は土師器皿で、底部は手持ちヘラケズ

リである。 3は須恵器高杯で、外面と杯部内面に黒色～深緑色の自然釉が付着している。 4は甕であ

るが、外面のみでなく、内面と破片の断面に煤が付着しており、破損後に火にかかる状況があったも

のと思われる。 7は外面に煤が付着している。 5は土師器の移動式寵である。 2号住居址では寵が検

出できなかったので、この移動式鼈を使用していた可能性もある。一部破片のみであり、焚口などの

構造は不明である。

3号住居址出土遥物（図10 : 9,..., 12) 

土師器の杯 (9)・甑 (10)・甕 (11・ 12)が出土した。図化した追物は全て鼈から出土した。 9は

内外面赤彩、底部は手持ちヘラケズリ調整である。 10は甑であり、内面の一部にコゲが付着している。

11は寵内より正位骰で出土した土師器甕である。 12は小型の土師器甕である。

包含層出土遺物（図11: 13,...,20) 

図化可能であった 8点を図示した。 14は外面と底部が赤く焼けており、焼成時には伏せで焼かれた

可能性が高い。 20は土師器の杯又は碗の底部と思われる破片で、刻書が認められた。文字の可能性が

あるが、残存部位から何の文字であるかは特定できない。 17は外面に赤彩が認められる。

(5) まとめ

今回の調在では、古代の竪穴住居址3軒を検出した。竪穴住居址の時期は出土土器より 8世紀代で

あると思われる。既往の調在で理学部自然科学研究棟建設に伴う発掘調査でも古代の竪穴住居址およ

び溝が検出されており、本調究により理学部 1号館周辺でもその古代集落跡が残存することが確認で

きた。本調査地周辺の掘削では今後も注意を要する。
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表 4 0513理①調査地点出土遺物一覧表

図 番母 遺物 種類（椙種） 法凪 (cm) 残存fil 特徴 色 詞 出土遺構 臼 考

IO 1 須忠器 碗
盟n ifl3. 4 

I I 5 外内 ： ： IIIhI棟l1瓜砂｝・・デデ 外内 ： H u e 5 Y 5 / 2 
: Hue 7.5YM 6 / -1 

2-り;1翌g,t(11,'}h1: 外irlilこ，~.I.＼色 11 然柚1•I·杓

2 土師器 u: 
謡nt.f18. 2 

I I 6 (外I.]: .,・デ後後 •J・デ
: •J・デ ／f~ さ

内外 ：様1火色
: Hue N 7 / 0 2 サ·竪穴iI:9.，;•址 内外面赤彩あり

3 須忠器 硲杯 l器Ii.:HfI高t怜li.:! I I 5 内外~ ： IIil¢転砂・ヴ’
: I"1 •J・デ

内外 ： H u e 2 .5 Y 7 / I 
: llue 7.5Y 6 I 1 2サ竪穴it},，｝ht

4 :I:師器
虫^  

麿ロi店怜IヽI.（） 
I / :1 内外： ナデケ．餃削•9• I) 

：ハ デ
内外 ： H ue 2.5Y R 5 / 6 

: llue 2.5YR 5 / 6 2サ竪穴itItht

5 上師器 砥 霜器店23.2
I I 5 内外 ：ヨコナデ． 削り

：ハケ後ヨコナデ
外内 ： Huc 5 B 5 / I 

: Hue N 6 I l 
2サ竪穴fl:l,1}址

6 土師器 l':j杯 履 I I 2 外内： 1f1il「い）出整／t・J・デ
：ヨコナデ

外内 ： ll ue 5 Y R 6 I 6 
: Huc5YR 6 I 6 2サ竪穴{J:I凸址iti覆土

7 須患器 壺
盟Llitl2. 5 

小9;• 内外 ： ： ［［ III I （l 転転 •ナ9• デデ 内外 ： l lu e 5 B 5 I I 
: llue 58 5 I I 2サ竪穴住9,1；.hl:iti買：I・・

8 土師器 売
盟nitぉ．6

l I 5 内外 ： •J・デ後削り
:,ヽケ． ナデ

外I勺： Hue5YR i I 6 
: Hue 5YR 6 I 6 2サ竪穴住9,1：-址北買土

， 土師器 杯
盟Ilft19. 9 

I I ・I 内外 ： l咽砂•デ後後I1iifi ささ
: llI) 令ki• デ

内外 ： Il u e lOR -t I 6 
: Hue !OR •1 / 6 3 •サ竪穴 [I:Ii·址 削内外りihirti内I)．h知tl;f持らヘラ

10 土師器 甑
盟[]fi¥22. 7 

I I Ii 内外 ：削り
:,ヽケ後・｝・デ

内外 ： H u e 5 Y R 5 / 4 
: Hue 5YR 6 / 6 3サ竪穴iI:I&hl:寇 内iii コゲ1•t杓

11 士面器 売 底器urnf窃t23 ,1. 1 . 5 7 9る形 外内 ： ： ハ•J• デケ．後削•J・デり 1外1.1 : Hue 5YR 6 / 6 
: Hue 5YR 6 / 6 3 サ竪穴H:l,•i.hl：寵

12 土師器 売
塁I=It悶fl、I.8 

I I :J 内外 ：削り
：ハケ後・J・デ

外内 ： H uc 5Y R 6 / 6 
: HucSYR 7 I 6 3サ竪穴il:l,1社1：琺 I'-]外i面煤f;j•ti

II l3 須恵器 必： 塁[1ff且l6. 7 I / 5 内外 ： IlIiItIl転転•J ・ デ
: .,・デ

内外 ： H u e 7 . 5 Y 6 I I 
: lluc 7.5Y 6 I 1 JIIK1 

14 須恵器 u; 底1器ニIi窃i'f:を9. 2 l I 4 内外 ： l[I棟l転砂•デ
: l[l •}・テ‘

内外 ： 1 -lu c 5 Y 7 I 2 
: lluc 5Y 7 I I miV ，i知祁[nJ令ぇヘラ切り

15 須思器 杯
試1二l径9.3

I I •I l外勺 ： l••I中転KJ・デ
: lIII •J• デ

内外 ： H u e e l¥ 3 / l 
: Hue 5B 5 / l mM 底部［ill転ヘラ切り後•J•デ

16 土師器 甑 鳳 小J¥・ 外内 ： •} ・ ・,' 
：削り

内外 ： ll u e 5 Y R 7 / 6 
: llue 2.SYR 5 / 6 mkV 

＂ 
土師器 史

認U!t:2•1. 6 
I I (j 内外 ： ナデ． tilli) 

: ·J• デ
内外 ： H u e i. 5 Y R 6 I -t 

: Hue i.5YR 6 I 4 田層 外面煤9•I がt．赤彩あり

18 土師器 甕
盟nins.o 

小)¥・ 内外 ：ナデ 削I)
: ・J・デ．j友ヨコ 1• テ‘

外内 ： H u c 5 Y R 7 I 6 
: lluc 5YR 6 I 6 mk1 底部にカキ11あり

19 須忠器 碗 底n器窃ii'f:を512.0 .,1 3 I •I 内外 ：： (l11IIl1 転転ナ•J· デデ 内外 ： ll u e IO Y R 6 / 3 
: Hue 2.5YR 5 I 6 表土層

気） :I••印器 杯 ロ底器往i況を；19 小n・ 内外 ： •, . デ
: ·J• テ’

内外 ： ll u e i .5 Y R i I 6 
: Hue 5YR 6 / 6 衣土崩 刻i’}あり
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7. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513理⑥調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本工事は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備等事業の一つである。

理学部 1・ 2号館の南側校舎の東に検水槽を埋設する工事であり、工事立会の指禅を受けた。本調査

区の北には、 1998年度に調査を実施した結果20軒以上の竪穴住居址と溝等が検出された集落址 (9810

調査地点）があり、本調査地点でも追構が検出される可能性が高いと思われた。調査期間の調整を行

うために試掘を行った結果、古代の迎物包含層が確認されたため、立会調査ではなく当初より本調査

を行う体制を整え、実施することとなった。

b. 調査の経過

2005年11月28日 一次掘削

2005年11月29日 作業貝を投入し、発掘調査開始。包含層掘削。

2005年11月30日 竪穴住居址・溝・ピット等の掘削・写其・測批。

2005年12月1日 全体写其撮影。

2005年12月2日 第Il面掘削。溝ピット等の掘削・写真・測批。調査集了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子・棺佳克

事務担当：前田知聖

発掘作業員：今村明美・河野義勝・田上次敏•田上利子・早田咲百合•松井昭子・森川征子・

森田登

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤優子・

末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早苗

(2)調査区の基本層序

今回の調査地点が位置する熊本大学黒髪南地区は、白川左岸の標高18--19mの地点にあたる。工学

部 2号館東側出口付近を、 8.6x6. Omの範囲で掘削した。調壺区内には、北壁沿いと、東壁沿いにガ

ス管が埋設されていた。 8.6x6. Omの範囲で調査を行ったが、実際にはこれらのガス管で囲まれた範

囲内で検水槽を設骰することとなった。調査区北壁（図13)では、 1層が現代埋土 (HuelOYR 2 / 

3 黒褐色）である。 2層 (HuelOYR 2 / 2 --2 / 3 黒褐色・粘性あり）• 3層 (HuelOYR 2 I 2 

黒褐色）は溝状の掘りこみである。これは、 9810調壺地点の南東隅をかすめるように東西方向に走る、

3号溝の延長上に位置する。 2・ 3層はこの 3号溝の埋土であると考えられる。今回の調査区内で逍

構自体は確認できなかった。 4層 (HuelOYR 2 / 2 黒褐色）は古代の追物包含層の土であるが、

追構面（地山）の土が斑状に混入する。 5層は古代の辿物包含J習である (HuelOYR2 / 2 黒褐色）。

6層 (HuelOYR 2 I 2 黒褐色） • 7層 (HuelOYR 2 I 2 --2 / 3 黒褐色）は、遣構（柱穴）の

埋土で、この柱穴は 1号掘立柱建物を構成する一つであろう。 6層は 5層と同じく混入物・粘性のな

いきれいな土であり、 5層より若干赤味を帯びる。 7層は 6層が追構面（地山）の影響を受けた土で
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図12 0513理⑥調査地点遥構配囮実測図 (1/100) 

ある。南壁（図13)では、 1~3層が現代埋土であり、 4層からが古代以前の土附である。 5・ 10層

ともに 4層の土にが地山の土が枇入する土、あるいは影椰を受けた中間的な土であることから、同じ

附である可能性がある。 6·8~は竪穴住居址の埋土であり、 9 層上面が浅い溝状の追構の埋土であ

る。

(3)検出遺構

本調壺区では、近現代の工事による削平・破壊はほとんどなかった。しかし、 9810調壺地点のよう

に、追構が密集して検出される状況でもなかった。検出した遺構は、竪穴住居址 2？基、掘立柱建物

址 1棟、溝状遺構 l条、ピットである。いずれも古代の逍構と思われる。
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図13 0513理⑥調査地点調査区壁土層断面実測図 (1/50) 
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＜竪穴住居址＞（図12)

15号竪穴住居址・ 17号竪穴住居址(?)（図12)

調究区西側で検出された。西側・南側は撹乱により破壊され、また調査区外になる。現況は縦3.4

m、横2.2mである。当初は17号竪穴住居址（？）までの範囲を一つの辿構（溝）と考えて掘り下げ

を行ったが数センチで硬化面が検出され竪穴住居址と判明した。そこで、再検討を行い15号・ 16号竪

穴住居址に分け、 15号竪穴住居址を掘削した（この時点では17号竪穴住居址までを含む）。 15号竪穴

住居址を掘削すると、東側で床面のレベルや硬さが異なることから17号竪穴住居址（？）を分離した。

しかし、この床の質やレベルの述いは、下位にある21号溝の影椰が強いと思われ、 17号竪穴住居址ま

でが一つの竪穴住居址と考えられる。

16号竪穴住居址（図12)

3方向を撹乱と 15号竪穴住居址により切られており、一部が残るのみである。現況は縦1.4m、横

1. 65mである。 15号竪穴住居址と分離後、掘削した結果、 15号竪穴住居址と同様に床のレベルや硬さ

が異なることから東側を17サ竪穴住居址として分離した。しかし、 15号竪穴住居址同様、 17号竪穴住

居址までが範囲である可能性もある。

＜溝＞

21号溝（図12)

15---17号竪穴住居址を完掘したのち、その下に軟らかくやや黒い土が残っていたため、掘削したと

ころ、溝状の逍構となった。長さ4. 5m、幅 lm、深さ数センチである。南壁土層では、 9層が埋土

に相当すると思われる。 15・ 17号竪穴住居址によって削平されているが、本来も20cm程度の浅い溝の

ようである。

く掘立柱建物＞

1号掘立柱建物（図14)

調壺区中央に位置する。北壁土層にかかる柱穴痕は、この掘立柱建物を構成する柱穴の一つと考え

られる。現況では 2間 X 3間であるが、梁・桁とも大きくなる可能性もある。方向は北より 22゚ ほ

どに西へ傾く。

(4) 出土遥物

古代の遥物（図15:1~4) 

本調在区で出土した追物は砕片が多く、また辿構に伴うものはほとんどない。竪穴住居址の項で述

べたように、遺構の検出と確認が困難であったため、竪穴住居址の遺物は一括で取り上げた。追物は

6 世紀末 •7 世紀初～ 9 世紀のものと思われる。

1は15号竪穴住居址出土の丹塗土師杯である。 2~8は15号竪穴住居址と16号竪穴住居址を分離す

る前に出土したもので、辿構がいずれかは不明である。土師器杯・甕の破片、須恵器杯・壷の破片が

ある。 9・ 10は包含層出土である。 9は甑の把手であり、 10は縄文土器の底部である。
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図15 0513理⑥調査地点出土遥物実測図 (1/2•1/4)

(5) まとめ

今回の調査では、 9811調査地点の集落の続きを確認することができた。追構は密ではなく、検出し

た竪穴住居址と思われる辿構も明確ではなかった。しかし、 9811調査地点では確認されていない掘立

柱建物址が検出されたことは、一つの成果である。 9811調査地点では、 7世紀後半から 8世紀後半を

主体とする集落が形成されたのち、 9世紀代になると道路の側溝を現すような溝が掘られ、集落構造

の変化が指摘されている。掘立柱建物は時期を明確に示す迎物がないが、このような集落の変化に

伴って現れた建物であるかもしれない。

表5 0513理⑥調査地点出土遥物一覧表

図 番号 辺物 種類（目積） 法m(Clll） 残存fil 特徴 色 詞 出土辺構 団 考

15 l 上G1li器 杯
認I l ìt 1 2. o 

口柑部）¥・ 外内：： l削i9きIJ. 9仔さ 外内 ： H u e 2 . 5 Y R 3 I 6 15り・{ I: 9,1:．hl: I‘}液I)
: Hue 2. SYR 3 / 6 

2 土師器 杯 ii li 17春点部）t 内外 ： ハケIIlf'i削さ 外内 ： H u e IO R 4 I 6 15 • 16サ{I: I1J; hl 丹i令I): 1hき．ヘラ I), ·/•テ’ : llue 5YR 7 I 6 

3 上師器 杯 履 l_1縁部）t 内外 ： (i,)転転・トデ 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 l5. 161HI:I,t;..hl 化粧上：阿ナデ : Hue 2. 5YR 6 / 6 

4 :!：師器 甕 履 引部片 内外．ヘラ削,t~ IJ 内，，ト Hue 7. 5YR 7 / 3 15 16サ{I:9,'；址 丹i炉）
・ヘラ さ • Hue lOYR 4 I 6 

5 上師器 史 履 口柑部9ヤ 内外：阿転転ナデ． へう削り 内外 H u e IO Y R 8 / 3 15 16り・fH、1:ht
：回ナデハケ II . llue lOYR 8 / 3 

6 須也器 哨 履 Ii1部9ヤ 内外： ［uJ転転ナデ 内外 ' ll u c 2 . 5 Y 4 I I 15 16サ仕 9、{•Jt1·· 外面に1J然釉あり; (ul -J• デ : lluc 2 5Y 4 I 

I I伍． 内外： ［＂）転転 ナデ 外内 ' H u e 2 . 5 Y 7 I l 7 須恵器 碗 底器 {I 胴部）t ．回 ・トデ : Hue 2. 5Y 7 I l 15 • 16-l;·H:I,•}.hI: 

8 土師器 甑 ii [ 把手 内：ナデ外： 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 7 / 2 
包含N・ Hue 

II伍 内外：阿転転ナデ 1外1..1. Hue lOYR 6 / 2 ， 須恵器 杯 底器 0 底部片 ：阿ナデ . Hue lOYR 7 / 2 包含M

10 鉄器 J)f 
累長さ5）． 7 

両端欠損 内・外， 内外 ' H u e 16 り・ (I:． I、9;•址 頂屈1.7g JJ子の茎か？
0.・1 

. Hue 

I I[ 内外 ナデ 内外 ・ ll u c IO Y R 6 / 4 
11 縄文上器 甕形1：器 底路 IU . ・I 底部）t

：ナデ．ハケ Il : Hue IOYR 6 I 4 
包含層
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8. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0513理⑩調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本工事は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備等事業の一つである。

理学部 1・ 2号館の南側校舎の東に排水管を埋設する工事であり、工事立会の指禅を受けた。本調査

区の北には、 1998年｝虻に調究を実施した結呆20軒以上の住居址と溝等が検出された集落址 (9810調査

地点）があり、また、 1月前に隣接する地点 (0513理⑥）においても追構を確認した。本調査地点で

も遺構が検出される可能性が高く、本調究を行う体制を整え、実施することとなった。

b. 調査の経過

2006年 1月4日 一次掘削

2006年 1月61::1 作業員を投入し、 I区の発掘調壺開始。住居址2基、大溝等を検出。

2006年 1月lOEI 2号溝完掘、 1号住居寵調壺。 6号住居址・ 10号住居址検出、掘り下げ。

2006年 1月12El I区の北半の全体写其撮影、 illlj批。 II区・皿区掘削開始。 IV区立会

2006年 1月16日 I区の南半の全体写真撮影、測批。 III区完掘、写真撮影。

2006年 1月17EI I区の図面、測羅。 II区完掘、全体写奥撮影。 III区測批。 IV区完掘。

2006年 1月19EI I区残りのピット等の掘削、 illlj}it。II区測最。 IV区測iit。調究終了。

C. 調査の組織

調査貝：大坪志子

事務担当：前田知型

発掘作業員：岡田イツ代・押方富江・小細工洋子・児玉洋平・溜渕俊子・林 毅暢・林田恵子・

早田咲百合・堀川貞子・前田El出男

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤優子・

末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

今回の調壺地点が位骰する熊本大学黒嬰南地区は、白川左岸の標高18--19mの地点にあたる。本調

究区は工学部 2号館北側沿いと東側を、校舎を 1井lむように掘削した。調壺区内には、既設管が数か所

に入っており、調在区墜も撹乱で分断される箇所が多い。このため、壁沿いの追構の土層断面を合わ

せて実測した。この中で、堆積に乱れがなく、一幣の基本層序を示しているのが次の 2か所である。

10号住居址東側の調在区墜（東壁）では、 1附が現近世耕作土 (HuelOYR 2 I 2 黒褐色土）であ

る。地表下0.5mで検出される 2層 (HuelOYR 2 I 2 黒褐色土） （原さ20--30cm)は古代の遺物包

含層である。 3I~ (Hue lOYR 2 I 2 黒褐色土）は甚本的に 2層と同じ土で、若干地山の土が斑状

に混入する。 6'杓以下は、 13号ピットの埋土である。 10号住居址の埋土である。 3号住居址がある調

壺区西壁では、黒褐色 (HuelOYR 3 I 2)の混砂土層で近世耕作土である。 2層が古代の遺物包含

層 (HuelOYR2 I 1 黒色混砂土）であり、東墜の 2層に対応する。 3R§ (Hue lOYR 2 I 1 黒色

土に HuelOYR 6 I 6 明黄褐色の粒が混入） • 4層 (HuelOYR 2 I 2 黒褐色土に HuelOYR 5 / 
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東壁(10号住居址）

LHヨJ3.90m

アスファルト ． 
・ パラス

I .  

二
lk‘i : !•1.＼褐色 I:(lluc IOYR2/2) 
2M : ！.I.＼褐色 l:(Huc10YR2/2)
3k" ： ！．I.＼褐色I:(lluc IOYR2/2) 
4k" : ！．し＼褐色I:(11 uc IOYR2/2) 
51¥¥j:黒褐色I:(lluc IOYR2/2) 
6hi: !．I.＼褐色t:muc!OYR2/3)
7/i"!: !.I．＼褐色＿I:(lluc!OYR2/2~2/3) 

！！，＼褐色 I:(Hue IOYR2/3) 

8~..,: !.1．＼褐色I:muc IOYR2/2) 
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図17 0513理⑩調査地点調査区壁土屈断面実測図 (1/50) 
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6黄褐色のプロック混入）は 3号住居址の埋土である。 6号住居址付近の南壁では、 3層が (Hue

lOYR 2 / 2 黒褐色 オレンジの粒子が混入）近世耕作土であり、 4層が古代の追物包含層 (Hue

lOYR 2 / 2 黒褐色）である。 18層 (HuelOYR 3 / 4 暗褐色土に HuelOYR 2 / 2 黒褐色土

混入）が住居址埋土であり、 9~17層・ 19~22層は住居址を切って後に掘り込まれたピット埋土であ

る。 17号住居址がある西壁では、 1~ 3層までが現代埋土・近世耕作土であり、 4層 (Hue

lOYRl. 7/ 1 黒色土）が古代の追物包含層であり、住居址の埋土である。 5層 (HuelOYR 2 / 2 

黒褐色 •Hue lOYR 4 I 6 褐色）は炭の塊と地山の土が混入する土である。 6層 (HuelOYR 2 / 2 

黒褐色） • 7層 (HuelOYR 2 / 2 黒褐色）は焼土のオレンジ色の粒子が混入する。 8層 (Hue

lOYR 2 / 2 黒褐色 •Hue lOYR 4 / 6 褐色）は、硬化した床面である。

(3)検出遥構

本調査区での遺構の遺存状況と次のとおりである。理学部号館西側から南にかけての I・ II区は、

配管が3か所に通っており、 I ・ II区の間では撹乱により既に破壊された部分もあった。小さな撹乱

が部分的に追構を壊している場合が多かったが、迎存状態は良いほうであった。皿区が位置する自然

科学研究科・理学部研究棟南側は、同建物の建設時の掘り方に当たり、範囲から外れる東端部分のみ

で、迎構面を確認できた。理学部 2号館北側では、建物から 2m程度は建物建設時の掘り方内であり、

階段を迂回するため校舎から離れた1V区部分で迎構面を確認した。

I ・ II区では竪穴住居址と考えられる遺構が5基、溝が 1条、溝状の遺構 l条、不明 2基、ピット

等を検出した。皿• IV区ではピットを検出した。なお、 I・ II区間は0513理⑥調査地点の範囲内であ

るが、当該地区での工事範囲を縮小したため、この区間に存在した障害物（枡）は撤去せず、本調査

区の調査時に撤去して調査することとしたため、本調壺区内での追構検出となっている。

＜竪穴住居址＞（図18)

1号 (3号）竪穴住居址（図18)

I区のうち、南北に調査区が向く区間の中央付近で検出した。中央部分が撹乱（ガス管）によって

失われており、調査区東壁から幅0.6m程度が残っている。北東を向く。撹乱を挟んだ西側で住居址

を検出し、 3号として掘削をおこなったが、住居址の向きなどから 1号住居址と 3号住居址は同じ住

居址である可能性が高い。東壁沿いに、焼土や寵の部材と思われる砂岩プロックが検出された。鼈の

主体となる部分は調査区壁の土層で確認すると調究区外に位置するようである。住居址の南西側の壁

は確認できなかった。遺物は砕片のみである。

9号竪穴住居址（図18)

1号住居址の北側で検出された。大半が調壺区外にあり、また 1号住居址によって切られているた

め、全体は不明であるが、壁の向きからは、 1号住居址と同じ方向を向く住居址である。辿物は砕片

のみである。

6号竪穴住居址（図18)

I区の西端で検出された。撹乱による削平を受けており、また全体の 3I 4が調査区外である。北

西を向き、北西壁には寵が設けられている。鼈部分は破壊されていたが、焼土を下げると支柱と鉢が

残っていた。

10号竪穴住居址（図19)

I区の調査区が南西に折れる角付近で検出された。しっかりとした硬化した床が検出されたため、

10号住居址とした。東側にはガス管と、幅0.3mの溝状の11号溝状遺構によって切られている。この
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1 (3) ・9号竪穴住居址
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図18 (3) ・ 9 ・ 6号竪穴住居址実測図 (1/50) 

床而が伴うべき住居址の全体は心リ］であるが、 lり11:）苫址が、 9811調ft地点において検出されている

1辺が5111を測る住届址ならば、 1号住｝け址の硬化I(Iiである可能性もある。

17号竪穴住居址（図19)

10サtt}，叶址 と、撹乱を挟んで両側に位附する。他含l,1サを掘削すると、硬化而が検出されたため17号

住居址とした。南側で土が異なるプランがあったため、ここ を南壁とした。この南壁からすると 、17

号 住 応1I:は北を向く 。10サft}雌 l：と同一の住｝岨11：か、別の住居址かは確認できなかった。土師器の甕

や高杯が出土しているが、ほかは砕片が多い。

30号竪穴住居址（図19)

JI Iメ．の束壁沿いに検出された。確認できる11間はイ1:l,'-}址の西側0.3111屯閑炭であり 、大半は調査区外で

ある。現1)《からは、一辺が約 3m程炭の住居址と息われ、北を向く 。
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10 ・ 17竪穴住居址 ・11号溝状追構
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図19 1 0 ・ 11 • 17 ・ 30号竪穴住居址実測図・ 2号溝土層断面実測図 (1/50) 
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＜溝＞

2号溝（図19)

調壺区が、南西から西へと Illlがる角に位置する。幅約4.5m、深さ約l.lmの大溝である。北北西ー南

南東に走り、調査区を横断する。この溝は、 9811調在地点で 1号溝とされた溝の続きである。中世末

期の溝と考えられる。

11号溝状遣構（図19)

10号住居址の西側を、撹乱に沿って南北に走る。撹乱の亜側では対応する西側の立ち上がりを確認

できなかった。西側の立ち上がりは、調査が行えなかった撹乱の下に位置する可能性もある。また、

北側でも撹乱のため続きを確認することはできなかったが、北端で西へ曲がるようで、実際は北に延

びていなかった可能性がある。現況では、幅約0.3m、深さは10cm足らずで非常に浅い。

23号溝状遺構

17号住居址の床を掘り下げたところ、検出された。幅1.9m、深さ約0.2mで、直角に西に曲がる。

北側はピットによって切られ、西側は 1号溝によって切られている。 11号住居址が、 17号住居址と同

じレベルの10号住居址を切っているのに対し、 23号溝状遺構は17号住居址の下から検出されたため、

別の追構とした。ただし、向きなどは対応しているように見え、 17号住居址の範囲次第でもある。

くその他の遺構＞

II区の北端では、 32号・ 37号の不明遺構がある。いずれも部分的な検出で、全体は不明である。住

居址か溝の可能性がある。その他、各調査区でピットが検出された。その他、各IKでピットが検出さ

れた。

(4) 出土遺物

古代の遺物（図20:1 -27) 

本調査区で出土した追物は砕片が多く、図化したものは少ない。 1~ 7は2号溝から出土した陶

器・土師器・須恵器である。 1は近但のものと思われる台付の燈明1IIlであり、 2号溝からは磁器片も

出土している。 2号溝の続きは9811調壺地点では中1仕末とされており、古代の辿物は、流れ込みと思

われる。 8は、 6号竪穴住居址の寵から出土した土師器の鉢である。 9は7号ピットから出土した須

恵器杯である。 10・ 11は17号竪穴住居址から出土した土師器の高杯脚部と甕口縁部である。 12~27は

包含府から出土した。 12は 1・ 9号竪穴住居址付近で出土の土師器の高杯脚部である。 13・ 14は17号

竪穴住居址付近出土の土師器碗である。 15は甑の把手である。 16は3号竪穴住居址 (1号西側）付近

出土の須恵器薔である。 17は 1号竪穴住居址付近出土の須恵器杯（碗）の底部である。 18は17号竪穴

住居址付近出土の須悪器碗である。 19は 1号竪穴住居址付近で出土した須恵器杯、 20は10号住居址付

近出土の須恵器壷の頸部である。 21は須恵器お長頸壷の頸部、 22は6号住居址付近出土の須恵器片、

23も須恵器片である。 24・ 25は縄文土器である。 26・ 27はいずれも鉄製刀子と思われる。この他にも、

石斧・楔石器など縄文時代の石器も出土している。

(5) まとめ

今回の調在地点は、近世以降に削平されたり、工事による破壊を受けていたが、 I区の南半では比

較的遺存状態は良好であった。調究区が狭長で不規則な形をしていたため、逍構についてはその全容

を捉え難かったが、 9811調壺地点において確認した机落の範囲が、本地点まで及ぶことが確認できた。

1 (3)号竪穴住居址は、 9811調壺地点の 2・ 11 ・ 200号住居址と同等の規模と方位を持つようで、
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図20 0513理⑩調査地点出土追物実測図 (1/2・ 1/4)

7世紀末から 8世紀前半の、梨落の前半グループにl係すと思われる。 6り・ • 30住肘址は9811調査地点

の44・ 5 ・ 6号住屈址と同等の規模と方位を示しており 、8世紀後半を中心とする後半グループに）属

すると考えられる。9811調究地点から本調究IX．．北半までの間は、0513理⑥地、＇i[も含め、撹乱等もある

が、辿構が若 1湧疎になるように思われ、反対に本i),',)査区南半では住居址．や札l1:状辿構、ビットが多数検

出される傾向にあった。9811調査地点東半のような辿構（住居址）が密染する地点が、本地点よ り南
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側の、理学部 2号館から理学部 4号館にかけての一帯に存在する可能性が考えられる。 大学敷地の

南西端に近いヘリウム棟周辺でも、溝などの辿構が確認されており、白川沿岸にかなり近い場所まで

利用されていたようである。黒嬰南地区の東側は、比較的建物が少ない地域であるため遺跡が保存さ

れている可能性が高く、今後の工事においてば注意を払うべき区域の一つと言えよう。

表6 0513理⑩調査地点出土遥物一院表
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9. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0612理②調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本工事は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備等事業の一つである。

理学部 4号館から、校舎の南東部に位置するヘリウム棟にヘリウム回収管を配管する工事である。立

会調在を実施した結果、迎物包含層を確認したため、発掘調査に切り替えた。

b. 調査の経過

2006年 5月22日 一次掘削

2006年 5月24日 作業員を投入し、発掘調査開始。ピット・溝を検出、掘削。全体写真を撮影し、

測祉を行う。発掘調査終了

c.調査の組織

調壺員：小畑弘己・大坪志子・檀佳克

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：大成建設作業貝 4名

整理作業貝：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤俊子・

末吉美紀． i留渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早苗

(2)調査区の基本層序

今回の調査地点が位骰する熊本大学黒嬰南地区は、白川左岸の標高18--19mの地点にあたる。理学

部4号館南側の東端から南東に位骰するヘリウム棟までの配管であるが、 4号北側で同様に配管工事

を行った際 (0537調壺地点）には、アスファルトと砕石を除くと遺物包含層が検出されたため、本調

調壺区も包含層及び遺構面の検出は浅いと考えられた。掘削の結果、 0537調査地点と同様の深さで包

含層が確認された。 1層（黒褐色 HuelOYR 2 / 3)の地表下0.4mまでは砂利・炭などが多最に入

る現代埋土であり、 2層（黒褐色 HuelOYR 2 / 3)が古代の追物包含層である。

(3)検出遺構

本調査区では、近現代の工事による削平・破壊が著しく、追物包含層・遺構面は島状に遺存してい

た。検出した遺構は、溝 l条、ピットである。いずれも古代の遺構と思われる。

＜溝＞

6号溝（図22)

調究区中央のやや北よりで検出した。幅約0.9m、深さ約0.2mで東西方向を向く。

(4) 出土遺物

古代の遥物

本調壺区で出土した辿物は砕片が多く、また遺構に伴うものはほとんどない。古代と思われる土師

器・須恵器の破片が出土した。
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図22 0612理②調査地点迫構配置実測図・土層柱状図 (1/200) 

(5) まとめ

本調査区は、黒嬰南地区の東南端に位骰する。白河の河川敷の幅が狭まり、ヘリウム棟は白川に最

も近い建物の一つである。本調査区では、迎構の追存状態が悪く、辿構も密な様子はなかったが、

9811調在地点． 0513理⑥・⑩地点において確認された集落が、ここまでは及ぶことが確認できた。本

調査区から束へ40mの地点において、水生動物飼育舎新営工事に伴い発掘調査 (9911調査地点）を実

施したが、そこでは地表下 2m以下で追構面や包含層を検出した。地山が白川に向かって傾斜してお

り、白川の旧河岸であると思われる。 9911調査地点の結果と現況から推測すると、今回の調査地点は、

かなり白川に迫るところにまで、集落が立地していたと考えられる。西側のベンチャー・ビジネス・

ラボラトリー、衝幣・極限環境研究センター周辺は、地下 2mほどの深さまでは、白川の洪水砂が原

＜堆積しており、その下は近世の畑址が検出された。現在の白川の流路からは大分陸地となるが、古

代の集落址は確認されていない。既往の調壺成果と合わせると、今回の調査地点から南地区福利施設

付近までの敷地端は、古代の集落の南端部に位慨し、古代の追物包含層や追構が存在する可能性があ

る。これより西側においては、一段低い白川の旧河川敷に相当すると推定される。

このように、黒嬰南地区の敷地南端周辺は、地点によってかなり地下の様子が異なり、旧地形は現

況からの予想に反する点もあった。本調究地点周辺における掘削は、辿跡の存在の有無が計り難く、

今後の留意点として挙げられる。
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10. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0612理④調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本件は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備事業の一つであり、理

学部 1号館の北部から東部をめぐり南側と連接して排水管を配管する工事である。この理学部 1号館

と理学部 2号館の間の中庭東寄りには自然科学研究科理学部研究棟 (9810調査地点）があり、このエ

事に先立ち行った発掘調査では、古代の竪穴住居址や溝、近世の溝などの良好な迫構群が検出されて

おり、この地点も追構の残りが良いことが予想された。このため、 2006年12月15日に実施した立会調

査を皮切りに、追構の残り具合が良好なため、発掘調査に切り替え、翌年の 1月9日に調査が終了す

るまで、数回の立会調査と発掘調壺を実施した。

b. 調査の経過

2006年12月15日 建物南側 (1区）の配管部を立ち会ったところ、包含層が確認できたため、発掘

調査に切り替えた。

2006年12月18日 建物東側 2区の発掘調在を行う。

2006年12月20日 建物南側 3区の立会調究を行う。

2006年12月22H 建物南側 3・ 4区の発掘調究を開始。

2007年 1月4日 建物北側 (5~7区）を発掘調査する。

2007年 1月9日 写真撮影を行い、調壺を終了する。

C. 調査の組織

調究貝：小畑弘己

事務担当：前田知聖

発掘作業員：押方富江・白石美智子． i留渕俊子・前田日出男•松井昭子・松永一代•松本和徳・

三好栄太郎・森川征子・森川護•森田登•田上次敏•田上利子

整理作業員：小山正子・古賀敬子・洒水直子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智子

(2)調査区の基本屑序

本調壺地点は建物南側の既設配管の多い部分では良好な土層を確認できなかった。しかし、隣接す

る自然科学研究科理学部研究棟 (9810調究地点）での基本土層と変化はない。ただし、建物北側は地

形が高くなっており、アスファルト 10cm、バラス層40---60cmの下は黒褐色の古代遺物包含層がかろ

うじて確認できるほど削平されていた。この層も 5cmほどで、掘り下げるとこの一帯の遺構検出面

である黒～II音褐色土となる。遺構はこの面で確認した（図24参照）。

(3)検出遣構

本調壺区では、古代の竪穴住居址 5基と溝 1条、中世の土坑（溝？） 1基、近世の溝 l条を検出し

た。 4区においては遺構の切り合いが激しく、しかも旧配管などがあり、調壺区も狭く、遺構の前後

関係を明確につかむことはできなかった。とくに21号竪穴住居址と23号竪穴住居址、 30号溝、 43号土
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坑の切り合い関係は明確ではない。

＜溝＞

70号溝（図23・ 24) 

建物の北側の調壺区の中央部 (6区）で検出した幅 3m、深さ lmの大きな溝である。断面形は逆

台形を星する。ほぽ南北方向に走っているが、 4区西側では攪乱のため検出されていない。これは

9810調壺地点の調在区中央部で検出された溝につながるものである。溝内部はレンズ状の層が堆積し

ており、自然に埋没した状況を示している。 H立った追物は出土していない。

30号溝

建物の南側 4区の北西部で検出した溝である。幅 lm、深さ40cmあまりの溝であり、北西から南

東方向へ延びる模様である。断面形は U字型である。 43号土坑はその延長上にあるが、 23号竪穴住

居址や21号竪穴住居址との切り合いが明確でなく、 43号土坑も溝である可能性もある。そうであれば

中世期のものと考えられる。

＜竪穴住居跡＞

20号竪穴住居址（図23)

4区の東側および2区の西側で検出した竪穴住居跡と思われる区画である。北西方向に軸を取るも

のと思われるが、術などは検出していない。推定規模 4X 4 ffiほどの方形を呈する。壁の立ち上が

りは検出面で 5cmほどである。図26:1の須恵器杯身の底部片が出土している。 7世紀代に遡る可

能性もある。

21号竪穴住居址（図23)

4区中央部で検出した方形を呈すると思われる竪穴住居址である。ピットなどとの遺構の切り合い

が激しく、輪郭が明瞭ではないが、 20号竪穴住居址よりやや西側に軸がふれる北西方向をとる。寵が

なく、調究区が狭いため規模は不明であるが、推定規模は 3X 3 mであり、 20号竪穴住居址に比べ

てやや小さい。壁の立ち上がりは 5cmほどである。図26:2の須恵器杯の小片が出土している。

23号竪穴住居址（図23)

同じく 4区で検出した方形をなすと思われる竪穴住居址である。 21号竪穴住居址に切られ、南西辺

の一部を検出しているに過ぎない。住居址の軸は21号竪穴住居址と平行しており、推定規模もほぼ同

じと思われる。小片ではあるが、図26:3 -9までの須恵器蓋や土師器の高台付杯、杯、小型甕、手

づくね土器などが検出されている。 21号竪穴住居址とともに、 8世紀後半代のものと思われる。

69号竪穴住居址（図24)

建物の北側、 5区西端で検出した方形を里する竪穴住居址である。北束の角部分が検出された。こ

の部分では踊は検出されていない。墜の立ち上がりは30-40cmと深い。時期を示す追物が出土して

いないが、周辺の状況から考えて 7世紀から 8世紀代のものと思われる。

77号竪穴住居址（図24)

建物の北側、 6区中央で検出した竪穴住居址である。東西辺の一部を検出したのみで、寵などは検

出できていない。削平を受けているが、壁の立ち上がりは30-35cmと深い。明確な時期を示す遺物

が出土していないが、本例も 7世紀から 8世紀に属する古代の竪穴住居址と考えられる。

く土坑＞

43号土坑

建物の南側、 4区で検出したウマもしくはウシの骨を廃棄した土坑である。残存状況は悪いが、四

肢骨部分を検出した。その下部10cmほどに半分ほどに割れた長楕円礫（図26:19)があり、その下
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70号溝
アスファルト LH=19.20m =18.62m 

現代埋士

19号溝

二
l層：赤黒色土(Hue7. 5YR1. 7 / I) 
2層：極暗赤褐色土(llue2.5YR2/2) 
3層：赤黒褐色土(lluelORl.7/1) 

69号竪穴住居址

1屈：赤黙色土(llue2.5YR2/l) 
2屈：黙色土(lluc5YRI. 7 /I) 
3屈：暗赤灰色土(llue2.5YR3/ 1) 
4屑：県褐色土(llue5YR3/!}
5層：黙褐色土(lluc7.5YR3/l) 
6屑：赤黒色土(lluel.7/1) 

LH_=l9.0伽

1層：訊褐色土(llue!OYR2/2) 
2層：訊褐色土(llue5YR3/I)
3層：黒褐色土Olue7.5YR3/l} 
、1層：黒褐色士(llue5YR2/l}
5居：黒褐色土(Hue7. 5YR3/l} 

にぶい黄褐色土(lluelOYR7/'1)パシス
6~: 極暗赤褐色土(llue2. 5YR2/2} 

77号竪穴住居址
!JEl9.30m 

バラス

> 3i奮董雀I聾乾森蒻塁［芦：t5/3)焼土

8附：赤黒色土OluclORl.7/1) 
9層：にぶい赤褐色：I:(lluc2. 5YR5/3)焼土

゜
2m 

43号遣構

し

a
 

!J!::.! 8. 72m 

口
。

50cm 

図24 19 • 69 • 70号溝 •77号竪穴住居址土層断面図 •43号土坑実測図 (1 /50 • 1 /10) 
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部には北宋銭（元祐通貿）が錆びて付滸していた。

(4) 出土遣物（図25)

上記で説明した以外の遣物はそのほとんどが8世紀代を中心とした土師器や須恵器の各種器の破片

である。このほか、包含層から縄文時代後期を中心とした深鉢形土器の破片が検出されている（図

25 : 50--56) 

(5) まとめ

本調査地点では、隣接する9810調査地点の成果を襄付けるように、古代の竪穴住居址群が検出され

た。それとともに、黒髪南地区の北側は地形的に高まり、著しい削平を受けていることが判明した。

今は平坦に見える地形も古代においてはより凹凸の激しい地形であったことが予想され、地形に応じ

た遣構の配置なども今後視野に入れて研究すべきであると考える。また、中世期以降のものと思われ

る牛馬の処理迎構は、銅銭などの存在から、何等かの祭祀行為を想定させるものであった。
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表 7 0612理④調査地点出土遥物一覧表

図 番号 辺物 種類(SH) 法口（a11) 残存fil 特徴 色 m 出土辺構 臼 考

お I ;［l忠岱 M・ 噌
底•")it~. ヤh•J 

底部 l I 内外 •I • デ
削IJ, ·/·•ア

内外 ・ H ue i . 5 Y R 3 I 
• Hue i. 5YR ・I, I 

公）り竪穴 {I:I、1;•址nl. 

2 1fl氾．器 杯 鳳 I i 5破）t
内外 ' • / ・ .,, 

·J• デ
内外 H u e 2 . 5 Y 5 ,』' 2 

• Hue 2. 5Y 5 / 2 
21サ竪穴(91、1;.htikr 

3 須恵器 必・ 鳳 I I 81波91 外内 •J • a；' 
• ・J・デ

内外 ， ll u e 2 5 Y R 6 / ・ I 
Hue 2. 5YR 5 ; 2 

23り慰穴0:1,,;-.111:Ii! I: 

4 tii息器 必 ii [ lJ紺部9} 外内 •/ ・ デ..,..,, 内外 ' H u e 2 5 YR 6 / I 
. Hue 2 5YR 6 I I 

2:1り竪‘It(I:．9,1;..hI：買I:

5 I．．師器 碗 履 底部9i 外内 •/ ・ デ
・/・デ

内外 ' H u e 5 Y R i / 6 
: Hue 5YR 6; 6 

2:1サ竪穴(I:．9,1}址買1:

6 ！．的器 M、 履 底部 I ・I 外内 I9l［転ナ・i’
[991 転・｝• •i’ 

内外 H u e 5 Y R 7 6 
Hue 5YR 7 / 6 

~:l り翌穴(I:.I、1:hI.n l: 

LI径
外内 (u ) わ•I • デ 内外 ： H u e 7 5 Y R 8 ・ I 

7 ！：帥岱 杯 認 1_1柑部片
（ヽ1)転・｝・デ • Hue 7 5YR 7 6 

&1り・竪穴{I:I、1;.Itt覆I:

(]it.悶6 0 
内外 ・ 指指押り1さえ

内外 ・ H u e 7 . S Y R 7 4 8 1：帥路 fづくね 底岱 3 0 I i ・I破li 彎 I~し/~ Huei.5YR 8 / 3 
公うり竪穴{l:Ii.hl:li:F

3 1 

， I・．帥岱
戌^  履 n縁部li・ 内外 ヘラ削 IJ

Iヽケ 11. ナデ
外内 ： H u e 2 . 5 Y R 5 i 6 

: Hue 2. 5YR 6 / 6 
23り慰穴{l:I、,;.h1・ntl•• 

10 l・．師tt 虫ゃ 履 11柑部），1． 内外 ・ヘラ削り
: ・}・ "i' 

外内 ・ H u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue 5YR 6 I 6 

29りピット

11 I・．帥器 売 履 1_1柑部｝｝ • 内外 ・へう削 I)
・ハ'rII

外内 ' H ue IO Y R 6 / 4 
1-lue i.5YR i / •I 31 ij・ビ 9 卜

12 lti.1,l!J~ 1t 履 I : I柑部1i • 内外 ． ナデ 内． Hue7. 5Y 6 i I 40サビット・J・テ’ 外 HueN 7 / 0 

Llif:6. 6 
内・ナ・ア 外内 ： H u c 7 . 5 Y R 7 , ＇ ， 1 

13 I ・．帥岱 もt 謡 底部欠iIl
外・ナ・r • Hue i. 5YR i ・I 

·I{）リピ •I ト

1 4 1．帥硲 M・ 履 l i 3岐）¥・ 内外 ・｝・デ
ナデ

内外 ・ H u e i . 5 Y R 8 3 
: Hue 7. 5YR 8 / 3 

・I(）り・ピ'/卜 赤色化粧t

15 f・．帥岱 外
謡lllf.19. 6 

口柑部）／ 8 内外 ナデ
9ヽケ II

外内 ： ll u e lOY R 8 , 3 
: Hue 7. 5YR 6 / ・I 

•I(）り•ピ •I Ì 

16 l・．帥岱 甕
盟[l i.t 23. 4 

n柑部 I/ •I 内外＇ヘラ l'iIIllり
，ハケ

外内 ： H u e IOY R 8 / 3 
: Hue 5YR 6 / 4 

4(）り・ピ •I 卜

17 須忠器 it 底l]器ff..i邸t27..6 4 I I 3破｝t 内外 ' •}・ デ
＇へうり IJり． ・J・デ

外内 ： H u c SY 7 / I 
: Hue JOY 5 I I 

42り・ピット

18 i：師器
直^  鳳 [＿1柑部｝｝ 外内 •J ・ デ

. ・/・デ
外内 ： ll u e IO Y R 7 / 3 

• Hue IOYR 7 / ・I 
・12リ・ピット

fl; とさ 139 衷付面杓に鉗銭 2枚 (20)19 代 8.6 •1:l り遺情 (30り溝 I•• 部）
さ46 が

20 鉗銭 ,i:Nii直賣 1I-）f•/.HHさt.2Ll2i.-t m7 m mm ·13 サ遺構 (30 サ溝 I•• 部） 2枚錆れ

21 須俎．器 必 噌
晶

I―1柑部9i• 内外 •I ・ デ
. ·/•デ

内外 H u e S Y 6 / 1 
• Hue 5Y 6 / I 

3 [,(.＆含層

22 須．屯器 碗
闊器岱｛4. 6 

破片 1、,8 内外 •/ ・ デ
. ・/・デ

内外 ． H u e N 5 / 0 
• Hue 2. 5YR 6 / 2 21,(a含k1 外面日然釉

23 1il恵．器 碗 羅 底部）¥・ 外内 . ・}・デ
. ・J・.,, 

内外 ： ll u e 2 . 5 Y R 3 / ;3 
: Hue lOYR 3 / l 21,r.:．位含kV

24 !il.＇↓（器 碗 履 ，，・（部）i l外'・J ・J・デ
：ナデ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 5 I I 
: llue 7. 5YR 5 I I 31“剋含K1

25 須忠器 t：：t 履 底部1,1 内外 ， •｝・ デ
ヘラj'jl]I/, -/・デ

外内 ： H u e 2 . 5 Y 5 I 2 
Hue IOYR 5 2 

5[｛．包含層

26 須恵器 碗 翡9999と1古ヽ•J l_1柑部9} 
外内 •/ ・ .,, 

・)・・,' 
内外 H u e I O Y R i I 

• Hue IOYR i / I 
2(i・東間包含M

l _ I t t 
内外 •} • デ 内外 H u e IO Y R 3 I 27 ;（l患器 .. :紅•i． 

認 引部片 ・t・ ・r : Hue i 5YR ・I 2 
トレン •f・ 揖乱

公 須．屯器 碗 底n器iit邸.t 6. 7 底部2i 3 内外 •/ ・ デ
'・/・デ

外内 ： H ue IO Y R 6 / I 
: Hue 2. 5YR 6 I 4 1<．位含k1

29 ク(l忠岱 碗 履 底部）t 内外 •} デ
・/・.,, 

外内 ： H u e l¥ 7 / 0 
• Hue N 7 / 0 

3 [<しL含kV

30 須忠器 碗
l_l[ 
底器 8 . 2 底部 I/、1 外内 . ・} ・ デ

・ヘこ）削り．•/·デ
1外1・1. Hue lOY 7 / I 

・ Hue 7. 5Y 7 / I (i l“1含柑

31 姐忠器 碗 l底器_1 径f点t 8 . 4 底部9} 内外 ： •/ ・ デ 内． Hue2. 5Y、I/ I 
4 1i．凶含hi'-／・デ．ヘラ削り 外： HueSY 5 I I 
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図 番号 遺物 種類（覇種） 法凪（an) 残存丑 特徴 色 詞 出土辺捐 恒 考

25 32 須恵器 亮 鳳 胴部片 外内 ： ： f格f海子波ク紋タ．キー1J1•デ 内外 ： ll u c 7 . 5 Y R 6 I 1 
: Huci.5YR 6 I 1 

トレンチ・援乱

33 須忠器 甕 闘 胴部1ヤ 外内 ：： 1i'i"3海•-f波ク紋タキ11 内外 ： H u e N 5 / 0 
: Hue 5PB 5 / 1 3区包含層

3i 土師器 杯 底器口高径径3713.. 8 2 . 6 1 / 4破片 内外 ： ナデ
：ナデ

I外勺： Huc 5YR 5 I 6 
: lluc7.5YR 6 I 4 4区西側包含凶 赤色化粧土

ぉ :l:師器 H; 底器口窃径径9.0 底郎 1/ •l 内外 ： ナデ
: ・J・デ、ヘラ削り

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 8 I '1 
: lluc 7. 5YR 8 I 4 2区包含屈

36 土師器 M; 闘 胴部 l/ 4 内外 ：ナデ
：ナデ

内外 ： lfo c 7. 5 Y R 8 / '1 
: lluc 7. 5YR 7 / 4 5区包含層

37 こl：師器 売
翡口径15.6

口緑部 l/ 3 内外：ヘラ削「lり：ハケ
内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 4 0 

: Hue 5YR 6 / 6 
3区包含附 外面スス1寸杓

38 :K師器 亮 羅 口緑部） i• 外内：ヘラ削り
: ・J・テ’

内外 ： H u e 5 T R 6 / 4 
: Hue 2. 5YR 6 / 6 3区東側包含屈

39 :I：閥器 売 鳳 口緑部｝¥・ 内外 ：ヘラ削り
：ナデ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 8 / 2 
: Hue 2. 5YR 3 / 6 3区東側包含附

•10 土的器 亮 履 口緑部1ヤ 内外：ヘラ削l1り
：ハケ

外内 ： H u e 7. 5Y R 5 / 3 
: Hue 7. 5YR 6 /'1 2区東飼包含層

4 l :l:t出器 売 員 口緑部9i• 外内：ヘラ削l1り
：ハケ ？ 

内外 ： H u e 5 Y R 7 / <I 
: Huc5YR 7 / 6 

3区包含層

•12 土的器 克
盟口径16.0

口縁部片 内外：ヘラ削11り．ナ •9• デ
：ハケ ． デ

内外 ： H u e 5 Y R 7 / 4 
: Ilue 2. SYR 6 / •I 5区包含層

・13 ±師荏 亮 鳳 口緑部）ヤ 外内：ヘラ削I)
：ナデ

外内 ： H u e 2. 5Y R 6 I 6 
: Hue 5YR 5 / 4 7区包含層

•1•1 :I:師器 史 凪 口縁部)¥・ 外内：ヘラ削り
: ·J• テ’

外内 ： H ue 7. 5Y R 6 I •I 
: Huc5YR 7 I 4 

7区包含屈

•15 土師器 51; 鳳 口緑部｝ヤ 内外 ： ナデ
：ナデ

内外 ： H ue 7. SY R 7 / 6 
: Hue 7. SYR 7 / 6 511包含屈

46 :t師器 鉢 員 口緑部｝r 外内：ヘラ削rlり． ．9・デ
: /ヽケ

外内 ： H ue 7. SY R 7 I <I 
: Hue lOYR 7 I 4 5区包含陪

47 :L:師器 甕
盟口径19.2

口粒部 1/ 4 内外：： ナナデデ． ヘラ削I) 外内 ： H ue 7. SY R 8 / 2 
: Hue 5YR 7 / •I 4区包含層

48 ：l：閥器 甑？ 鳳 口緑部｝ヤ 内外 ： •J・デ
：ヘラりIJ り． •J• デ

内外 ： Jl u c 5 Y R 7 / 6 
: Hue 5YR 6 / 6 4区西OO包含駁

49 土師器 窃M;
翡口径19.8

脚部 1/ 6 内外 ：ナデ
：ハケII. ·J••ア

1外1.1 : Hue 5YR 6 / 6 
: llue 2. 5YR 6 / 6 51区包含層

50 縄文土器 深鉢形 履 rl部9i• I外’・l: ： lナifデき． ·J• デ l外,.l : Hue 5YR 4 / 4 
: Hue 5YR 5 I 6 

7区包含層 後期Il屯i

51 縄文土器 深鉢形 員 口緑部I¥" 内外 ： ナ・デ
：ナデ

内外 ： ll u e 5Y R 5 / 6 
: lfoc 5YR 5 / 6 

3区包含屈 後期II屯i

52 縄文土器 深鉢形 履 口縁部Ji・ 外内 ：： 1,(t,, ささ 内外 ： ll u c 7 . 5 Y R 、II 3 
: Huc7.5YR 6 I 4 

21号竪穴住屈址床下 後期III頃

53 縄文土器 深鉢形 履 口緑部片 外内 ：： lナfi・さア． 1 • デ I外勺： Hue IOYR 5 / 3 
: lluc 7. 5YR 6 / 3 7区包含屈 後期後平． i:1n部刻II

引 縄文：l：器 深鉢形 履 口粒部片 内外 ： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e N 5 / 0 
: Hue5PB 5 / I 

5区包含層 後期後半

3．3 ． 縄文土器 深鉢形 履 口縁部9ヤ 内外 ：： ナナデデ．． IItt11 ささ 外内 ： H ue i. 5Y R 6 / 6 
: Hue i. 5YR i I 6 

3区包含屑 後期後半

56 縄文土器 鉢形 底器口窃径径5.8 底部 l/ 2 外内 ： l9ii卜fさき． ナデ
:.  ·J• デ

内外 ： H u e 7 . S Y R 3 I 2 
: Hue 7. 5YR •I / •I 5区包含層 後期
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11. （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0703エ⑦調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本件は、平成17年から 3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備事業の一つであり、事

務局南側浄化槽と工学部 1号館北側、埋蔵文化財調査室南西側の範囲に配管と枡を設置する工事に伴

う立会調査である。大部分が幅70cm、深さ地表下70cmほどの掘削工事であった。このため、基本的

に掘削深度まで下げて追構が妨げになる場合にのみ発掘調査に切り替えて、調査を行った。

調査区は 1-3区の 3つに分けており、 1・ 2区は工学部 1号館玄関前から事務局南側の緑地部分

までの舗装部分であり、追構を確認した状態で、それ以上の掘削がないため、ビットと竪穴住居址の

一部を確認したが、現状で保存し、埋め戻している。 3区の北側の事務局側と埋蔵文化財調査室の南

西側の部分も掘削が深く及ばないため、遺構の掘削は行っていない。

3区の事務局南側緑地の南東側で寵をもつ竪穴住居址のコーナ一部分を検出した。そのまま発掘調

査に切替え、遺構の調壺を行った。

b. 調査の経過

2007年 6月25日 1区の掘削および遺構の確認を行った。

2007年 6月26日 2区の掘削および遺構の確認を行った。

2007年 6月27日 3区において竪穴住居址を検出、そのまま発掘調査に切り替える。遺構の実測、

写真撮影を終え、遺物を取り上げる。調査終了。

c.調査の組織

調 査員：小畑弘己

事務担当：前田知型

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕

俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早苗

(2)調査区の基本層序

緊急の調査のため、土層の十分な記録を取っていないが、周辺での調査状況と同じである。遺構の

検出面上面には厚さ30cmあまりの黒褐色の古代遺物包含層が残存している。この黒色土の上面は場

所によって異なるが、竪穴住居址を検出した 3区（緑地）の場合、地表より60cmほどであった。

(3)検出遺構

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址（図28)

1区のほぽ真ん中に北側の緑地の縁石を間が具部分に南西ー北東方向をとる黒色の部分と床面と思

われる硬化した部分が観察できた。しかし北側は攪乱のため破壊されている。掘削深度がこれ以上及

ばないため、そのまま埋め戻している。

2号竪穴住居址（図29• 30) 
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図29 2号竪穴住居址および周辺の追物出土状況図

3区の中央部で確認した。閾柊穴住居址白体の輪郭などは把伽できていないが、地表から90cmあま

りの深さで土師悩の党形土悩を検出 し、その両側に長方形の｝火褐色の粘士幣二列 を確認した。土f:iIi器

甕は上半部が割れており 、その下部には砂岩が敷かれていた。この甕形土器 （図30:1) は復元する

と、底部がなく 、支脚として利川されていた可能性もある。縦は北束ー南西方向に軸をとり 、南西側

が深いことから竪穴(l:l,1｝力1:は南側へ展開し、この砲は北壁に設ii/i:されていたものと思われる。移動式

術の小片 （図30:2)が 1.1位検出されている。時期は明確ではないが、 8世紀代のものと思われる。

また、こ の術辿構の西側J.5111ほどのところに、扁平な礫 1個と関係の須恵器小型壺 （図30:3) 

1個が疱の甕形土器より 20cmほど邸い位附から検出されている。その他の竪穴住居址や辿構に含ま

れる可能性が記jいが、これらは検出できなかった。

くピッ ト＞ （図28)

1区の南側半分を中心に11]径20~30cmの黒褐色の股土をもつ円形のピッ ト10個ほどを確認した。

これ以上の掘削がないため、位ii'i:を記録し、そのまま埋め戻している。

(4) 出土追物 （図30)

上記で説明した以外の追物は各1メ．．の包含陪から検出され、そのほとんどが8世紀代を中心とした土

師器や須恵器の各祉器の（波片である（図30:3-7)。このほか、他含IMから縄文時代晩期前半を中

心とした深鉢形土器の破片が2.'!．,：検出されている (|叉130: 8 ・ 9) 

(5) まとめ

本調査地点では、これまで周辺で行われた調森が立会調壺を中心とする規模の小 さなものであり 、

辿構の確認も断片的で、梢報を総合化するに至っていない。本地、191・［も輻70cmほどの狭い調査区のた

め、辿構を明確に把握することが困難であった。 しかし、この周辺においても古代を中心 とした辿構

群は確実に存在しており 、今後とも黒髪南地区における古代辿構の分布と構造を把握するためにも 、

このような小規校な調究であっても •Ifi報を秘み重ねていかねばならないと考える。
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図30 0703エ⑦調査地点出土迎物実測図 (1/ 4) 

表 8 0703エ⑦調査地点出土迎物一院表

図 番号 種類（籍Ill 法量（cm) 残存量 特徴 色 謂 出 土 遺 構 偽 考
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写真図版





図版 10513エ①調査地点

写真 1 調査区中央部（西より） 写真 2 調査区全景（南より）

写真 3 調査区全景（北東より） 写真 4 調査区全景（西より）

写真 5 1 • 2号竪穴住居址（西より） 写真 6 1 • 2号竪穴住居址（北より）

写真 7 2号竪穴住居址（南より） 写真 8 23号竪穴住居址（北東より）
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図版 2 0513エ①調査地点

写真 9 1号竪穴住居址鼈（南より） 写真10 1号竪穴住居址瑠堀上げ状況 （西より）

写真11 2号竪穴住居址鼈（南より） 写真12 23号竪穴住居址鼈部分 （北より）

写真13 発掘調査風景（西より）
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図版 3 0513エ①調査地点出土遺物
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図版 4 0513エ③調査地点・出土遺物

写真14 0513エ③ 1区間全景（東より） 写真15 2号竪穴住居址掘削状況（北より）

写真16 3 • 4号溝完掘状況 （南より）

写真18 0513エ③ 2区間全景（北西より）

写真17

写真19

3 ・ 5号溝土層断面 （北より）
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0513エ③ 3区間全景（東より）

0513エ③調査地点・出土遺物
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図版 5 0513エ⑱ ・⑲調査地点

写真20 0513エ⑱作業風景（北より） 写真21 外灯基礎②地点掘削状況（西より）

写真22 0513エ⑲作業風景（南より） 写真23 外灯基礎掘削状況 （南よ り）
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図版 6 0513理① ・⑤調査地点

写真24 掘削前風景（北よ り）

写真26 一次掘削風最 （南より）

写真25 調査区南部包含層検出状況（南より）

写真27 調査区北端小屋撤去完了状況

(0513理⑤調査地点・南より）

「
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写真28 0513理①調査地点逍構検出状況（東より）
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図版 7 0513理① ・⑤調査地点

写真29 1号竪穴住居址検出状況と調査区土層（北より）

写真30 1号竪穴住居址（南より）

写真32 3号竪穴住居址鼈（南より）

写真31 1号竪穴住居址窟完掘状況（南より）

写真33 3号竪穴住居址窟土器出土状況 （南より）
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図版 8 0513理①調査地点出土遺物 1
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図版 9 0513理①調査地点出土遣物 2
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図版10 0513理⑥調査地点

[>

写真34 調査区 1面全最（西より）

写真35 15 ・ 16号竪穴住居址掘削状況（北よ り）

写真37 調査区南壁土層断面（北より）

写真36

吋”r．古べ．~?-
- ．>疇

調査区 2面21号溝完掘状況（北より）

写真38 調査区北壁土府断面（東より）
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図版11 0513理⑥調査地点出土遣物
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図版12 0513理⑩調査地点

主レ
ーマー一て:—•

写真39 調査区南半全最（北より）

｀ 
ースー 一竺；；｀

邑で

写真40 I区西土層断面（北東よ り）
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図版13 0513理⑩調査地点

写真41 1号竪穴住居址鼈検出状況（西より） 写真42 1号竪穴住居址鼈土阿断面 （西より）

写真43 6号竪穴住居址焼土断面（北より） 写真44 6号竪穴住居址瑠付近追物出土状況 （南より）

写真45 6号竪穴住居址完掘状況 （南より） 写真46 10号竪穴住居址床検出状況 （北より）

写真47 17号竪穴住居址完掘状況 （北より） 写真48 30号竪穴住居址完掘状況 （西より）
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図版14 0513理⑩調査地点

-＝—そ工•一ニ
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-― 

写真49 2号溝完掘状況（南より） 写真50 2号溝土府断面 （北東より）

J 

写真51 23号溝完掘状況 （南より） 写真52 I区南部完掘状況 （西より）

写真53 II区完掘状況（北より） 写真54 皿区全景 （東より）

写真55 N区完掘状況（東より）
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図版15 0513理⑩調査地点出土遺物
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図版16 0612理②調査地点
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写真56

ぷ i

調査区全最（南より）

- - . 

6号溝掘削状況 （西より） 6号溝土層断面 （西より写真58

写真59 調査風暴（南西より） 写真60 調査区北半掘削状況（南より）
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図版17 0612理④調査地点

·— 写真61 43号遺構骨出土状況（南より） 写真62 30号溝（南より）

写真63 21号竪穴住居址（北より） 写真64 24号竪穴住居址（東より）

写真65 20号竪穴住居址（南より） 写真66 1 • 2区全景（西より）

写真67 4区全景（北より） 写真68 4区西部全景（東より）
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図版18 0612理④調査地点

写真69 4区東隅全最（北西より） 写真70 43号土坑掘り下げ（南より）

写真71 43号土坑礫裏に付芳した銅銭 写真72 3区全景（南東より）

写真73 5区全最（西より） 写真74 69号竪穴住居址（北より）

写真75 70号溝（北より） 写真76 77号竪穴住居址 （東より）
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図版19 0612理④調査地点出土遺物 1
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図版20 0612理④調査地点出土遇物 2
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図版21 0703エ⑦調査地点

写真78 同上部除去後（北より）

写真79 3区掘削状況（西より） 写真80 2号追構出土小型壺（北より）

写真81 1号竪穴住居址・ 2号遺構検出状況（西より）
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図版22 0703エ⑦調査地点出土遺物
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43201 278 48面
発事業に伴う20051215 

(05黒くろ13か嬰みエ町£⑱ち遺地跡点） 熊闊.. . 、 本本 1リ"21 t. i 43201 278 屈． 惰．
20051207 87面

学校敷地内の開
発事業に伴う

(05黒くろ13か嬰エみ町ま⑲ち遺地跡点） 熊熊黒 本本 市嬰リし 43201 278 
屑

l喜． 20051209 25rrf 
学校敷地内の,m
発事業に伴う

(05黒くろ13か嬰み理町ま①ち追地跡点） 熊熊黙 本本 ―リ嬰r|しi 眉 1!予．
20050901 学校敷地内の開

43201 278 ―-- 67.6面
20050914 発事業に伴う

(05黒くろ13嬰かみ理町ま⑥ち追地跡点）
信．．．． 棗闇梵 眉 1喜．

20051129 
学発校事敷業地に内伴のう開43201 278 ―― 24rrl 

20051205 

(05黒くろ13か嬰理み町ま⑩ち迫地跡点） 開黒 棗箭嬰 屑
1喜

20060104 学校敷地内の開
43201 278 ―一 89面

20060119 発事業に伴う

(06黒く，，12カ嬰・み理町ま②ち追地跡点） 能i閣ig 本* I肌梵I i 
屑

1喜
20060522 学校敷地内の開

43201 278 ―一 30m2 
22060524 発事業に伴う

(06黒くろ12か嬰み理町ま④ち遺地跡点） 熊＂．． 虫．． と．．．． 本←本,t,;: ・リ嬰,， tI しi , 崖 l喜．
20061215 学校敷地内の開

43201 278 ―-- 162. 7面
20070109 発事業に伴う

(07黒く0ろ3か嬰エみ町よ⑦ち遺地跡点） 翡．m＂．．.、. ： 土：ー9リ121しl 43201 278 
喜

憎゚．
220000770099225 7 

275.5面
学校敷地内の開

—— 発事業に伴う
20071002 

所収遥跡 種別 主な時代 主な遥構 主な遥物 特記事項

(05黒くろ13か髪みエ町ま①ち迫地跡点） 集落址 古代 竪柱穴穴住居址 3 古代土師器・須恵器

(05黒くろ13か嬰エみ町よ③ち遺地跡点） 集落址 古代 土竪城穴住居址・溝・ 土師器・須恵器

(05黒くろ13か嬰エみ町2⑯ち遺地跡点） 集落址 古代 柱竪穴穴住居址 4 l 土tili器・須恵器

(05黒くろ13嬰かみエ町よ⑱ら遺地跡点） 集 落 址 古代 土城 1 土師器・須忠器

(05黒くろ13か嬰みエ町£⑲ち遺地跡点） 躾 落 址 古代 溝土状城遺構 1 土師器・須恵器1 

(05黒くろ13か嬰理み町ま①ち迫地跡点） 集 落 址 縄文・古代 土竪堀穴住居址 3 l 縄古代文土土器師器・須恵器

(05黒くろ13か嬰み理町ま⑥ち遺地跡点） 集落 hl: 古代 城住居址・溝•土 古代土師器・須恵器

(05黒くろ13か嬰み理町£⑩ち迎地跡点） 阻住居城址
5 

古陶磁代土器師器・須恵器染 落 址 古代 1 

(06黒くろ12か嬰みー町ま④ら迎地跡点） 集落址 古代 竪穴穴・溝住居址・柱 ：I：師器・須恵器・動物骨

(07黒く0ろ3か嬰みー町2⑦ち遺地跡点） 集 落 址 古代 城竪穴住居址•土 土tili器・須忠器
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